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輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,491 92.8%

一　般 ― 95.4%
宅配便（千個） 343,817 95.5%

輸送統計
令和元年10月分
▶国土交通省調べ

年　月 スタンド ローリー カード

令和元年  9月 102.70 94.02 101.34
令和元年10月 103.19 94.14 101.46
令和元年11月 104.21 95.59 102.44

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

1/15〜2/14  1973
2/15〜3/14  8797
　　　

7 ・��今年こそ「健康経営優良法
人認定制度」にチャレンジ！

２・3
令和2（2020）年「年頭の辞」
国土交通省��一見勝之自動車局長

・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

8
�＜新春特集②＞
〈展望〉AI・IoT時代の

トラック輸送の姿
近代経営システム研究所代表�森高弘純氏

4・5

�＜新春特集①＞
��トラック運送業界の
「働き方改革」実現に向けて

（後編）
・富士運輸㈱（山口県）
・㈱ハンナ（奈良県）

6 ・��交通事故防止！！
わが社の取り組み

�　��㈱荒木運輸（富山県）

　
﹁
働
き
方
改
革
関
連
法
﹂

の
施
行
に
伴
い
︑
令
和
６
年

度
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
に
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
（
年
９
６
０
時
間
）
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
︑

緊
急
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

条
件
を
改
善
し
て
い
く
た
め

に
実
施
さ
れ
た
﹁
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
﹂
の
一
部
改

正
︒
そ
の
う
ち
︑﹁
標
準
的

な
運
賃
の
告
示
制
度
の
導

入
﹂
に
関
し
て
︑
昨
年
12
月

に
国
土
交
通
省
が
標
準
的
な

運
賃
の
基
本
的
な
策
定
方
針

（
表
）
を
発
表
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

賃
金
は
︑
全
産
業
と
比
較
し

て
約
20
％
低
く
︑
ま
た
労
働

時
間
は
約
20
％
長
く
な
っ
て

い
る
︒
同
発
表
で
は
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
労
働
条
件
の
改
善

を
図
る
た
め
に
︑
賃
金
や
労

働
時
間
と
い
っ
た
基
礎
と
な

る
労
働
条
件
を
︑
全
産
業
の

平
均
的
（
標
準
的
）
水
準
に

是
正
し
て
い
く
こ
と
を
目
標

に
︑
標
準
的
な
運
賃
の
算
出

を
検
討
す
る
と
い
う
方
向
性

が
示
さ
れ
た
︒
ま
た
︑
標
準

的
な
運
賃
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
の
﹁
能
率
的
な
経
営

の
下
に
お
け
る
適
正
な
原

価
﹂
に
﹁
適
正
な
利
潤
﹂
を

加
え
た
も
の
と
し
︑
事
業
の

発
展
を
見
込
む
こ
と
の
で
き

る
再
生
産
可
能
な
運
賃
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
も
示
さ
れ

て
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
・
経
済
産
業

省
・
農
林
水
産
省
が
中
心
と

な
り
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
生

産
性
の
向
上
・
物
流
の
効
率

化
﹂﹁
女
性
や
60
代
以
上
の

ド
ラ
イ
バ
ー
等
も
働
き
や
す

い
︑
よ
り
﹃
ホ
ワ
イ
ト
﹄
な

労
働
環
境
の
実
現
﹂
︱
︱
に

向
け
て
展
開
さ
れ
て
い
る﹁
ホ

ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進
運
動
︒

令
和
元
年
11
月
末
時
点
で
︑

６
５
９
社
が
同
運
動
へ
の
賛

　

昨
年
12
月
13
日
に
は
施
行

期
日
を
定
め
る
政
令
が
公
布

さ
れ
︑
翌
14
日
に
施
行
さ
れ

て
い
る
︒
今
後
︑
具
体
的
な

運
賃
額
を
算
定
し
︑
運
輸
審

議
会
へ
の
諮
問
・
答
申
を
経

た
上
で
︑
今
年
度
内
の
施
行

を
目
指
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
国
交
省
と
連
携

し
︑
同
告
示
制
度
の
早
期
施

行
と
改
正
内
容
の
周
知
徹
底

に
取
り
組
ん
で
い
く
︒

同
を
表
明
し
て
い
る
︒

　

同
運
動
へ
の
参
加
を
通
じ

て
︑
社
会
的
影
響
力
の
大
き

な
荷
主
企
業
に
お
い
て
﹁
ホ

ワ
イ
ト
物
流
﹂
へ
の
具
体
的

な
取
り
組
み
が
検
討
さ
れ
︑

確
実
に
実
施
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
よ
り
︑
各
業
界
や
地
域

に
お
い
て
﹁
運
び
方
改
革
﹂

に
向
け
た
取
り
組
み
の
広
が

り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
︒

　

昨
年
10
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
︑
全
国
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
で

﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進
運

動
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
︑

取
引
環
境
と
長
時
間
労
働
の

　

今
年
か
ら
新
た
に
︑﹁
運

転
者
職
場
環
境
良
好
度
認
証

制
度
﹂
が
ス
タ
ー
ト
す
る
︒

　

こ
れ
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

自
動
車
運
送
事
業
等
の
運
転

者
の
労
働
条
件
や
労
働
環
境

を
改
善
す
る
と
と
も
に
︑
必

　

労
働
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
に
応
じ
た
多
様
な
働
き
方

を
選
択
で
き
る
社
会
を
実
現

す
る
﹁
働
き
方
改
革
﹂
を
総

合
的
に
推
進
す
る
た
め
の

﹁
働
き
方
改
革
関
連
法
﹂が
︑

昨
年
４
月
か
ら
順
次
施
行
さ

れ
て
い
る
︒
今
年
４
月
１
日

か
ら
は
︑
以
下
の
内
容
が
施

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
解
消
策
の
１

つ
と
し
て
︑
実
証
実
験
が
続

け
ら
れ
て
い
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク

自
動
運
転
隊
列
走
行
﹂︒
国

土
交
通
省
お
よ
び
経
済
産
業

省
で
は
︑﹁
未
来
投
資
戦
略

２
０
１
８
﹂（
平
成
30
年
６
月

15
日
閣
議
決
定
）に
基
づ
き
︑

令
和
４
年
の
商
業
化
に
向
け

て
︑
令
和
２
年
度
中
に
高
速

道
路
（
新
東
名
高
速
道
路
）

に
お
け
る
後
続
車
無
人
で
の

隊
列
走
行
実
現
を
目
指
し
て

い
る
︒

　

国
交
省
と
経
産
省
で
は
現

在
︑
ト
ン
ネ
ル
等
の
道
路
環

境
や
多
様
な
自
然
環
境
下
で

の
技
術
検
証
と
信
頼
性
向
上

を
図
る
た
め
︑
新
東
名
高
速

（
浜
松
い
な
さ
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
﹇
Ｉ
Ｃ
﹈
～
長
泉
沼

津
Ｉ
Ｃ
）
で
ト
ラ
ッ
ク
隊
列

走
行
の
公
道
実
証
を
実
施
し

て
い
る
︒
今
年
度
の
実
証
で

は
︑
後
続
車
無
人
シ
ス
テ
ム

改
善
に
向
け
て
の
取
り
組
み

事
例
等
が
紹
介
さ
れ
た
︒

　

国
交
省
な
ど
で
は
︑
今
年

も
荷
主
企
業
等
に
同
運
動
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
く

と
と
も
に
︑
国
民
に
対
し
て

は
政
府
広
報
等
を
通
じ
て
物

流
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

要
と
な
る
運
転
者
を
確
保
・

育
成
す
る
た
め
に
︑
長
時
間

労
働
の
是
正
な
ど
と
い
っ
た

﹁
働
き
方
改
革
﹂
に
取
り
組

む
事
業
者
を
認
証
す
る
制

度
︒
運
送
事
業
者
に
と
っ
て

は
︑
自
社
の
働
き
や
す
さ
等

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

　

ま
ず
︑
労
働
基
準
法
の
改

正
に
伴
い
︑
昨
年
４
月
か
ら

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

（
年
７
２
０
時
間
）︻
一
般
則
︼

が
大
企
業
に
適
用
さ
れ
た
の

に
続
き
︑
今
年
４
月
１
日
か

ら
は
中
小
企
業
で
も
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
︒
ま
た
︑

（
後
続
車
有
人
状
態
）
に
よ

り
︑
２
︑
３
台
の
ト
ラ
ッ
ク

が
車
間
距
離
約
10
㍍
ま
た
は

20
㍍
の
車
群
を
組
み
︑
時
速

　

今
年
の
夏
に
は
︑﹁
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
﹂
が

開
催
さ
れ
る
︒
大
会
期
間
中

は
選
手
や
大
会
関
係
者
等
の

道
路
利
用
に
よ
り
︑
首
都
高

速
道
路
や
都
心
に
向
か
う
一

般
道
で
は
渋
滞
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
︒

　

東
京
都
と
同
大
会
組
織
委

員
会
︑
国
で
は
︑﹁
２
０
２
０

Ｔ
Ｄ
Ｍ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

と
し
て
︑
大
会
開
催
時
の
交

通
量
の
抑
制
や
分
散
︑
平
準

化
を
行
う
﹁
交
通
需
要
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
（
Ｔ
Ｄ
Ｍ
）﹂
を

推
進
し
︑
円
滑
な
大
会
輸
送

70
～
80
㌔
㍍
で
走
行
す
る
ほ

か
︑
４
台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
車

間
距
離
約
35
㍍
の
車
群
を
組

み
︑
時
速
70
～
80
㌔
㍍
で
走

行
す
る
︒
今
後
︑
同
実
証
実

験
の
結
果
を
踏
ま
え
︑
同
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
後
続
車
無
人

走
行
実
現
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
︒

の
実
現
と
経
済
活
動
の
維
持

と
の
両
立
を
目
指
し
て
い
る

（
Ｔ
Ｄ
Ｍ
実
施
期
間
：
７

月
20
日
㈪
～
８
月
10
日
㈪
︑

８
月
25
日
㈫
～
９
月
６
日

㈰
）︒
東
京
都
と
同
大
会
組

織
委
員
会
︑
国
土
交
通
省
な

ど
関
係
省
庁
で
は
︑
昨
年
11

月
に
﹁
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
期
間
中
の
物
流
に

係
る
ご
協
力
の
お
願
い
﹂
を

物
流
事
業
者
・
荷
主
企
業
に

対
し
て
発
出
︒
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
で
の
物
流
効
率

化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
実

施
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用

労
働
法
が
今
年
４
月
１
日
に

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
︑

正
社
員
と
非
正
規
社
員
の
間

の
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁
止

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
中
小

企
業
に
お
け
る
同
法
適
用
は

来
年
４
月
１
日
か
ら
）︒

　

な
お
︑
厚
生
労
働
省
で
は

﹁
働
き
方
改
革
特
設
サ
イ

ト
﹂
の
中
で
︑
働
き
方
改
革

に
関
す
る
資
料
や
助
成
金
の

案
内
︑
ま
た
無
料
相
談
窓
口

な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
︒

に
つ
い
て
︑
第
三
者
を
介
し

た
中
立
的
・
客
観
的
な
評
価

と
し
て
示
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
採
用
活
動
の
円
滑
化

や
取
引
先
か
ら
の
信
頼
向
上

に
よ
る
契
約
受
注
へ
の
好
影

響
が
期
待
で
き
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
︒
昨
年
８
月
に
認

証
実
施
団
体
と
し
て
選
定
さ

れ
た
（
一
財
）
日
本
海
事
協

会
で
は
︑
今
年
か
ら
の
本
格

的
な
事
業
開
始
に
向
け
︑
同

制
度
の
運
営
に
お
け
る
実
務

上
の
課
題
等
を
踏
ま
え
て
制

度
の
詳
細
設
計
を
実
施
す
る

と
と
も
に
︑
適
正
か
つ
円
滑

な
認
証
運
営
の
実
施
と
周
知

・
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
︒
な
お
︑
１

月
14
日
に
は
同
制
度
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
が
開
設
さ
れ
た
︒

「
運
び
方
改
革
」
実
現
の
た
め

多
く
の
荷
主
企
業
な
ど
が
参
加

広
が
り
を
見
せ
る
「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
推
進
運
動

　

令
和
２（
２
０
２
０
）年
が
幕
を
開
け
た
︒

　

今
年
は
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の

一
部
改
正
に
伴
う
﹁
標
準
的
な
運
賃
の
告

示
制
度
﹂
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ

か
︑﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂
推
進
運
動
の
浸

透
や
︑
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
﹁
運
転
者

職
場
環
境
良
好
度
認
証
制
度
﹂
な
ど
に
よ

り
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件

・
労
働
環
境
改
善
に
向
け
た
動
き
が
本
格

化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
︒

　

そ
こ
で
︑
こ
こ
で
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
を
取
り
巻
く
今
年
１
年
の
主
な
動
き
や

予
定
に
つ
い
て
ま
と
め
た
︒

再
生
産
可
能
な
運
賃
収
受
の
実
現
に
向
け
て

早
期
施
行
目
指
す

「
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
制
度
」
導
入

客
観
的
評
価
で

「
自
社
の
働
き
や
す
さ
」
ア
ピ
ー
ル
が
可
能

「
運
転
者
職
場
環
境
良
好
度
認
証
制
度
」

「
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
（
一
般
則
）」

中
小
企
業
に
も
適
用

さ
ら
に
進
む
従
業
員
の
「
働
き
方
改
革
」

大
会
期
間
中
の
交
通
混
雑
緩
和
に
向
け

物
流
効
率
化
を
呼
び
か
け

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

令
和
２
年
度
中
の
「
後
続
車
無
人
走
行
」

実
現
へ
実
証
実
験
を
継
続

技
術
開
発
が
進
む
「
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
」

トラック運送業界 今年の動き
加
速
す
る
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
・
労
働
環
境
改
善
」

新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
実
現
へ

令
和
２
年

表「標準的な運賃」基本的な策定方針
①運賃表の設計方針
　貸切（チャーター）を前提に、「距離制」「時間制」の双方のタリフ表を設定する。また、
上限・下限の幅は設けず、統一的な運賃を設定する。
　車格については、小型車（２トン）・中型車（４トン）・大型車（10トン）について設定。
ドライバン型のトラックを基準に算出するが、冷蔵・冷凍のバン型車については割増率
の設定を検討している。なお、エリアは地方運輸局ブロック単位を考えている。

②適正な原価の考え方
　元請ではなく実運送を行っている運送事業者を標準とした運賃を算定。減価償却費
（車両）は、事業者によってばらつきのある使用年数（率）ではなく、法定耐用年数（約
４年）を適用する方向で検討する。また、人件費は全産業平均の時間当たりの単価
を基準とする方向で検討を行う一方、間接費（一般管理費）は全産業平均ではなく、
トラック運送事業の平均値を前提として算定することを考えている。
　帰り荷の取り扱いについては、実車率約 50％を設定基準とする方向で検討している。

③適正な利潤の考え方
　自己資本に対する適正な利潤額を算定。経常利益（営業外収入を除く）として、
一定水準確保できるよう検討を行う。

④運賃と料金の考え方
　待機時間料、高速道路料金、フェリー料金、燃料費（サーチャージの上振れ分）等を、
タリフ表とは別に項目を規定する。なお、待機時間料については、30 分を超える場合
の１時間当たりの標準的な料金を設定することを検討する。

◆「標準的な運賃の告示制度」導入
　再生産可能な運賃収受の実現に向けて早期施行目指す

◆広がりを見せる「ホワイト物流」推進運動
　「運び方改革」実現のため多くの荷主企業などが参加

◆「運転者職場環境良好度認証制度」
　客観的評価で「自社の働きやすさ」アピールが可能

◆さらに進む従業員の「働き方改革」
　「時間外労働の上限規制（一般則）」中小企業にも適用

◆技術開発が進む「トラック隊列走行」
　令和２年度中の「後続車無人走行」実現へ実証実験を継続

◆東京オリンピック・パラリンピック
　大会期間中の交通混雑緩和に向け物流効率化を呼びかけ

トラック運送業界 今年の主な動き
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

令
和
２（
２
０
２
０
）年
「
年
頭
の
辞
」

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～一時停止編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  横断歩道の手前の直前に停止車両があるときは、その側方を通過し
て前方に出る前に一時停止しなければならない。（ ○・× ）

❷  赤色の点滅信号では、歩行者も車両も停止位置で一時停止しなけれ
ばならない。（ ○・× ）

❸  交差点やその付近で、緊急自動車が近づいてきたときは、交差点を
避けて道路の左側に寄って一時停止し、緊急自動車に道を譲らなけ
ればならない。（ ○・× ）

❹  前車に続いて踏切に進入するときは、踏切の手前で一時停止しなく
てもよい。（ ○・× ）

❺  道路外施設に出入りするために歩道を横切るときは、歩行者がいな
い場合でも歩道の手前で一時停止しなければならない。（ ○・× ）

（解答は７面）

　あなたは前車に追従しながら、橋にさしかかりました。橋には部
分凍結している箇所があります。この場面にはどのような危険があ
りますか。また、危険を避けるためにはどのような運転をすればよい
でしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 118回〕「冬期の橋の上」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

成
約
率
の
前
年
同
月
比　
　

　
　
　
６
・
４
ポ
イ
ン
ト
増

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
成
約
運
賃
指
数

令
和
元
年
12
月
分

　

１
月
９
日
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
と
日
本
貨
物
運
送

協
同
組
合
連
合
会
は
︑
令
和

元
年
12
月
分
の
求
荷
求
車
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ

Ｋ
Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
を

発
表
し
た
︒

複
数
場
所
荷
卸
し
時
の　
　

軸
重
超
過
対
策
を
呼
び
か
け

今
号
に
ポ
ス
タ
ー
折
込

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ
ど
連

軸
重
が
増
加
し
許
可
値
を
超

え
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
発
生

し
て
い
る
︒

　

軸
重
が
許
可
値
を
超
過
し

た
ま
ま
で
の
走
行
は
法
令
違

反
で
あ
り
︑
高
速
道
路
料
金

の
大
口
・
多
頻
度
割
引
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ

る
こ
と
か
ら
︑
全
ト
協
と
国

交
省
で
は
︑
途
中
で
荷
卸
し

を
行
う
場
合
に
は
︑
軸
重
オ

ー
バ
ー
に
な
ら
な
い
よ
う
注

意
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

皆
様
︑
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒

  

元
号
が
改
ま
っ
て
初
め
て
の

記
念
す
べ
き
新
春
を
迎
え
︑

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
皆
様

に
お
か
れ
て
は
︑﹁
安
全
・

安
心
﹂
に
最
大
の
留
意
を
し

て
い
た
だ
い
た
上
で
︑
環
境

に
も
配
慮
し
︑
多
様
化
・
複

雑
化
す
る
利
用
者
や
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
き
め
細

や
か
な
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
︑

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
︒

　

ほ
と
ん
ど
の
事
業
者
の
方

々
に
と
っ
て
︑最
大
の
課
題
は

﹁
人
手
不
足
﹂
の
問
題
で
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
︒
運
送
事

業
で
は
︑
人
材
確
保
の
手
段

と
し
て
の
賃
金
ア
ッ
プ
の
た

め
の
運
賃
改
定
を
実
施
す
る

地
域
や
標
準
運
賃
の
策
定
の

準
備
を
行
っ
て
い
る
業
界
も

あ
り
ま
す
︒
労
働
力
不
足
に

対
応
す
る
た
め
に
は
︑
そ
う

し
た
取
り
組
み
に
加
え
て

﹁
生
産
性
の
向
上
﹂
を
避
け

て
は
通
れ
ま
せ
ん
︒
生
産
性

の
向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る

﹁
自
動
運
転
﹂
技
術
の
推
進

は
︑
我
が
国
に
と
っ
て
極
め

て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
︒

　

ま
た
︑
昨
年
は
災
害
が
多

い
年
で
し
た
︒
最
近
で
は
︑

異
常
気
象
が
恒
常
化
す
る
と

い
う
言
語
矛
盾
の
よ
う
な
状

況
が
現
出
し
て
い
ま
す
︒
こ

れ
も
地
球
温
暖
化
の
影
響
で

し
ょ
う
か
︒
今
年
も
国
を
挙

げ
て
﹁
防
災
・
減
災
﹂
に
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す

が
︑
自
ら
も
被
災
さ
れ
な
が

ら
も
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々

の
た
め
に
移
動
や
輸
送
を
担

う
事
業
者
の
方
々
の
一
助
と

な
る
方
策
を
模
索
す
る
必
要

も
あ
り
ま
す
︒

　　

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
︑

自
動
車
局
と
し
て
は
︑﹁
人

手
不
足
﹂
に
対
応
す
る
た
め

の
環
境
の
整
備
︑﹁
自
動
運

転
﹂
の
国
際
基
準
へ
の
日
本

基
準
の
反
映
︑
災
害
対
応
能

力
の
強
化
な
ど
に
︑
国
土
交

通
省
本
省
︑
地
方
運
輸
局
︑

沖
縄
総
合
事
務
局
︑
運
輸
支

局
等
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
︒

　

自
動
車
行
政
・
自
動
車
業

界
と
し
て
︑
何
よ
り
も
大
切

な
こ
と
は
﹁
安
全
・
安
心
の

確
保
﹂
と
い
う
の
は
論
を
俟ま

ち
ま
せ
ん
し
︑
こ
れ
で
十
分

と
い
う
こ
と
が
な
い
課
題
で

も
あ
り
ま
す
︒
本
年
も
︑
自

動
車
運
送
事
業
者
に
対
す
る

監
査
体
制
の
強
化
や
︑
安
全

サ
ポ
ー
ト
車
の
普
及
促
進
等

の
施
策
を
通
じ
︑
関
係
者
一

丸
と
な
っ
て﹁
安
全
・
安
心
﹂

の
実
現
に
努
め
て
参
り
ま
す
︒

　

事
業
用
自
動
車
に
よ
る
交

通
事
故
件
数
及
び
そ
の
死
傷

者
数
は
と
も
に
減
少
傾
向
に

あ
る
も
の
の
︑
軽
井
沢
ス
キ

ー
バ
ス
事
故
の
よ
う
な
重
大

事
故
が
発
生
す
る
等
︑
事
業

用
自
動
車
に
よ
る
事
故
の
現

状
は
依
然
と
し
て
深
刻
な
状

況
に
あ
り
ま
す
︒
国
交
省
と

し
て
は
︑﹁
事
業
用
自
動
車

総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
０
﹂

で
掲
げ
る
事
故
削
減
目
標

（
令
和
２
年
ま
で
に
事
業
用

自
動
車
の
事
故
に
よ
る
死
者

数
２
３
５
人
以
下
︑
事
故
件

数
２
万
３
１
０
０
件
以
下
︑

飲
酒
運
転
ゼ
ロ
）
の
達
成
に

向
け
︑﹁
利
用
者
﹂
を
含
め

た
関
係
者
の
連
携
強
化
に
よ

る
安
全
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の

構
築
を
は
じ
め
と
し
た
各
種

施
策
を
着
実
に
推
進
し
︑
安

全
・
安
心
の
確
保
に
万
全
を

期
し
て
参
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
自
動
車
運
送
事
業

者
に
お
け
る
関
係
法
令
の
遵

守
及
び
適
切
な
運
行
管
理
等

の
徹
底
を
図
る
た
め
︑
引
き

続
き
︑
悪
質
違
反
を
犯
し
た

事
業
者
や
重
大
事
故
を
引
き

起
こ
し
た
事
業
者
等
に
対
す

る
監
査
の
徹
底
及
び
法
令
違

反
が
疑
わ
れ
る
事
業
者
に
対

す
る
重
点
的
か
つ
優
先
的
な

監
査
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
︒

　

健
康
起
因
事
故
対
策
に
つ

い
て
は
︑
一
昨
年
策
定
し
た

﹁
自
動
車
運
送
事
業
者
に
お

け
る
脳
血
管
疾
患
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
﹂
に
続
き
︑
昨
年

７
月
︑﹁
自
動
車
運
送
事
業

者
に
お
け
る
心
臓
疾
患
・
大

血
管
疾
患
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂を
策
定
い
た
し
ま
し
た
︒

こ
れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

活
用
に
よ
り
︑
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
等
に
よ
る
疾
病
の

早
期
発
見
や
疾
病
運
転
の
防

止
を
運
送
事
業
者
に
働
き
か

け
︑
輸
送
の
安
全
の
確
保
を

図
っ
て
参
り
ま
す
︒

　

自
動
車
の
ハ
ー
ド
面
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
は
︑
平
成

28
年
６
月
の
交
通
政
策
審
議

会
陸
上
交
通
分
科
会
自
動
車

（
１
月
15
日
〜
１
月
31
日
）

▽
１
月
16
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
３
回
総
務
委
員
会

▽
１
月
21
日

・
令
和
２
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

▽
１
月
31
日

・
第
３
回
施
設
事
業
委
員
会

　

同
月
の
運
賃
指
数
は
︑
前

月
比
１
ポ
イ
ン
ト
増
︑
前
年

同
月
比
７
ポ
イ
ン
ト
減
の
１

３
０
と
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
同
月
末
の
求
車
登

録
件
数
は
︑
13
万
９
５
７
０

件
と
︑
前
年
同
月
比
６
万
４

３
５
０
件
減（
31
・
６
％
減
）

で
︑
成
約
率
は
17
・
０
％
と

な
り
︑
前
月
比
は
２
・
９
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
た
も
の
の
︑

前
年
同
月
比
で
は
６
・
４
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
た
︒

名
で
︑
ポ
ス
タ
ー
﹁
複
数
場

所
で
の
荷
卸
し
は
注
意
！
﹂

（
写
真
）
を
作
成
し
︑
今
号

の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に
折

り
込
ん
で
い
る
︒

　

セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
で
複
数
場

所
で
の
荷
卸
し
を
す
る
場

合
︑
後
方
か
ら

荷
卸
し
を
す
る

と
前
方
に
重
心

が
偏
り
︑
運
行

開
始
時
は
特
車

通
行
の
許
可
値

内
で
あ
っ
た
ト

ラ
ク
タ
の
駆
動

　当協会提供のラジオ番組『全日本トラック協会Presentsドライバー
ズ・リクエスト』（TBSラジオ系列全国33局ネット）は、トラック運送
業界の安全や環境等の取り組み等を内外に広くPRするとともに、
車に関する話題や音楽で全国のドライバーの皆さんの安全運行をサ
ポートします。
 『ドライバーズ・リクエスト』では、皆さんからのお便り・リクエストを
お待ちしています。お便り・リクエストは、TBSラジオ『ドライバーズ・
リクエスト』のホームページからお寄せください。

 ※『ドライバーズ・リクエスト』は、放送終了後もTBSラジオのクラウド型ラ
ジオサービス「TBSラジオクラウド」や、スマートフォンアプリ「ラジオク
ラウド」で聴取可能です。ぜひご利用ください。

『ドライバーズ・リクエスト』放送中！
全日本トラック協会 presents TBSラジオ系列全国33局ネット

『全日本トラック協会 presents ドライバーズ・リクエスト』放送局一覧
（TBSラジオをキーステーションに全国33局ネット）

エリア 放送局 時間 エリア 放送局 時間
関　東 TBS ラジオ 13:42～13:52 和歌山県 和歌山放送 12:30～12:40
北海道 北海道放送 15:35～15:45 島根県

鳥取県 山陰放送 13:05～13:15
青森県 青森放送 13:05～13:15
秋田県 秋田放送 12:10～12:20 岡山県 山陽放送 12:50～13:00
岩手県 岩手放送 12:25～12:35 広島県 中国放送 17:15～17:25
山形県 山形放送 12:20～12:30 山口県 山口放送 14:50～15:00
宮城県 東北放送 12:20～12:30 香川県 西日本放送 12:50～13:00
福島県 ラジオ福島 16:10～16:20 徳島県 四国放送 13:10～13:20
新潟県 新潟放送 12:23～12:32 愛媛県 南海放送 15:00～15:10
長野県 信越放送 13:35～13:45 高知県 高知放送 13:05～13:15
富山県 北日本放送 16:00～16:10 福岡県 RKB毎日放送 13:32～13:41
石川県 北陸放送 13:50～14:00 長崎県

佐賀県 長崎放送 12:15～12:25
福井県 福井放送 12:50～13:00
山梨県 山梨放送 12:30～12:40 大分県 大分放送 14:20～14:30
静岡県 静岡放送 12:30～12:40 熊本県 熊本放送 13:40～13:50
愛知県
岐阜県 CBC ラジオ 13:41～13:50

宮崎県 宮崎放送 16:20～16:30
鹿児島県 南日本放送 13:00～13:10

関　西 毎日放送 16:52～17:00 沖縄県 琉球放送 14:50～15:00

部
会
の
取
り
ま
と
め
を
踏
ま

え
つ
つ
︑
各
種
取
り
組
み
を

着
実
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
︒

　

安
全
基
準
に
つ
い
て
は
︑

大
型
貨
物
自
動
車
に
対
す
る

側
方
衝
突
警
報
装
置
の
搭
載

義
務
化
を
実
施
す
る
な
ど
︑

引
き
続
き
︑
拡
充
・
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
︒

　

先
進
安
全
自
動
車
（
Ａ
Ｓ

Ｖ
）
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
は
︑﹁
自
動
運
転
の
実
現

に
向
け
た
Ａ
Ｓ
Ｖ
の
推
進
﹂

を
テ
ー
マ
に
︑
隊
列
走
行
や

限
定
地
域
に
お
け
る
無
人
自

動
運
転
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
に
向
け
︑
必
要
な
技
術
的

要
件
等
を
検
討
す
る
と
と
も

に
︑
実
用
化
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｖ

技
術
を
含
む
自
動
運
転
技
術

の
普
及
等
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
は
︑
我

が
国
の
経
済
と
人
々
の
暮
ら

し
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

と
し
て
︑
ま
た
災
害
時
に
は

被
災
者
の
方
々
の
生
活
や
復

興
を
支
え
る
重
要
な
産
業
で

す
︒
昨
年
の
台
風
15
号
や
19

号
の
際
に
は
︑
食
料
約
24
万

食
︑
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
約
７
万

枚
を
輸
送
す
る
な
ど
︑
被
災

者
に
大
き
な
希
望
を
与
え
ま

し
た
︒
そ
の
ご
活
躍
︑
ご
尽

力
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま

す
︒

　

10
年
程
前
に
貨
物
課
長
を

拝
命
し
て
お
り
ま
し
た
が
︑

そ
の
頃
に
比
べ
る
と
業
界
の

課
題
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
︒
近
年
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
有
効
求
人
倍
率
が
過
去

最
大
の
約
３
倍
に
な
る
な
ど
︑

輸
送
の
担
い
手
不
足
が
深
刻

化
し
て
い
ま
す
︒
我
が
国
の

物
流
が
滞
る
こ
と
が
な
い
よ

う
関
係
省
庁
と
連
携
し
な
が

ら
︑
荷
主
に
働
き
か
け
て
取

引
の
適
正
化
を
図
り
︑﹁
働

き
方
改
革
﹂
を
進
め
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
︒

　

こ
う
し
た
中
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
条
件
の
改
善
等
を

図
る
た
め
︑一
昨
年
12
月
に
︑

議
員
立
法
に
よ
り
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
︒
同
法
に
基
づ
き
︑

昨
年
７
月
に
は
︑﹁
荷
主
対

策
の
深
度
化
﹂︑
11
月
に
は

﹁
規
制
の
適
正
化
等
﹂
の
制

度
を
施
行
し
ま
し
た
︒
残
る

﹁
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
﹂

に
向
け
て
は
︑
令
和
６
年
度

か
ら
時
間
外
労
働
時
間
の
上

限
の
設
定
が
さ
れ
る
こ
と
等

を
踏
ま
え
︑
関
係
方
面
と
調

整
し
可
及
的
速
や
か
に
標
準

的
な
運
賃
を
告
示
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
︒

　

今
年
は
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
︒
物
流
に
つ
い
て
は
︑
円

滑
な
大
会
輸
送
の
実
現
等
を

目
指
す
﹁
交
通
需
要
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
Ｔ
Ｄ
Ｍ
）﹂
が
大

き
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
︒

そ
の
取
り
組
み
の
中
で
︑
荷

主
︑
運
送
事
業
者
が
一
体
と

な
り
︑
大
会
後
の
レ
ガ
シ
ー

と
し
て
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
の
改
革
に
繋
げ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
︑
関

係
省
庁
と
も
連
携
し
な
が

ら
︑
取
引
適
正
化
の
浸
透
及

び
改
正
約
款
等
の
規
範
性
の

徹
底
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
︒

　

ま
た
﹁
働
き
方
改
革
関
連

法
﹂
に
基
づ
き
︑
自
動
車
運

転
者
は
令
和
６
年
度
か
ら
︑

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
︒こ
の
た
め
国
交
省
で
は
︑

﹁
自
動
車
運
送
事
業
の
働
き

方
改
革
に
基
づ
く
政
府
行
動

計
画
﹂
に
基
づ
き
︑
①
労
働

生
産
性
の
向
上
︑
②
多
様
な

人
材
の
確
保
・
育
成
︑
③
取

引
環
境
の
適
正
化
を
通
じ
た

労
働
環
境
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
つ
い

て
は
︑
運
送
事
業
者
の
努
力

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課

題
も
あ
る
こ
と
か
ら
︑
一
般

消
費
者
の
理
解
を
得
な
が

ら
︑
荷
主
を
含
む
関
係
者
が

一
体
と
な
っ
て
︑
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
の
改
革
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

こ
の
た
め
︑
取
引
適
正
化
等

に
向
け
た
荷
主
へ
の
呼
び
か

け
を
行
う﹁
ホ
ワ
イ
ト
物
流
﹂

推
進
運
動
を
展
開
し
て
い
る

ほ
か
︑
昨
年
10
月
以
降
に
全

国
10
ブ
ロ
ッ
ク
で
荷
主
・
運

送
事
業
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
な
ど
︑
荷
主
等

と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
一
昨
年
改
正
さ

れ
た
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
の
適
切
な
施
行
を
通
じ

て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
働

き
方
改
革
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
︒

　
﹁
自
動
運
転
の
実
現
に
向

け
た
環
境
整
備
﹂に
つ
い
て
︑

レ
ベ
ル
３
及
び
４
の
自
動
運

転
車
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
︑
昨
年
５
月
に
﹁
道
路
運

送
車
両
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
﹂
が
成
立
し
︑
国
が

定
め
る
安
全
基
準
の
対
象
装

置
に
﹁
自
動
運
行
装
置
﹂
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
︒
本
年
４

月
の
本
改
正
法
の
施
行
を
目

指
し
︑
こ
の
安
全
基
準
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
︒

　

物
流
の
生
産
性
向
上
に
資

す
る
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
実

証
実
験
に
つ
い
て
は
︑
昨
年

１
月
よ
り
後
続
車
無
人
シ
ス

テ
ム
（
後
続
車
有
人
状
態
）

の
公
道
実
証
を
開
始
し
ま
し

た
︒
今
年
度
は
多
様
な
環
境

下（
ト
ン
ネ
ル
内
︑夜
間
等
）

で
長
期
間
・
長
距
離
の
公
道

実
証
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
︑﹁
高
速
道
路
に

お
い
て
令
和
２
年
度
に
技
術

的
に
実
現
す
る
﹂
と
の
政
府

目
標
の
達
成
に
向
け
︑
更
な

る
技
術
開
発
を
進
め
て
参
り

ま
す
︒

　

今
後
と
も
︑
安
全
確
保
を

最
優
先
と
し
つ
つ
︑
自
動
運

転
の
核
と
な
る
自
動
車
と
道

路
の
技
術
や
制
度
等
を
所
管

す
る
国
交
省
の
強
み
を
生
か

し
て
︑
関
係
省
庁
や
民
間
事

業
者
等
と
の
連
携
を
さ
ら
に

深
め
︑
自
動
運
転
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
し

て
参
り
ま
す
︒

　

世
界
各
国
で
は
︑
大
気
汚

染
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
と

し
て
︑
ガ
ソ
リ
ン
車
及
び
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
を
電
気
自
動
車

や
燃
料
電
池
自
動
車
に
転
換

し
て
い
く
将
来
方
針
が
表
明

さ
れ
て
お
り
︑
電
動
化
の
動

き
が
世
界
的
に
加
速
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
︒我
が
国
は
︑

令
和
12
年
ま
で
に
新
車
販
売

に
占
め
る
次
世
代
自
動
車
の

割
合
を
︑
５
～
７
割
と
す
る

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
︒
昨

年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

﹁
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
成
長

戦
略
と
し
て
の
長
期
戦
略
﹂

に
お
い
て
は
︑
令
和
32
年
ま

で
に
平
成
22
年
比
で
︑
世
界

で
供
給
す
る
日
本
車
１
台
当

た
り
の
温
室
効
果
ガ
ス
８
割

程
度
削
減
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
お
り
︑
こ
れ
ら
の
目
標

を
達
成
す
べ
く
︑
自
動
車
の

環
境
対
策
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
事
業
用
の
次
世
代

自
動
車
の
導
入
に
対
す
る
補

助
事
業
で
あ
る
地
域
交
通
グ

リ
ー
ン
化
事
業
に
よ
り
︑
電

動
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
や
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
の

普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
を

実
施
し
て
参
り
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
運
輸
部
門
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
の
多
く
を
占
め
る

大
型
車
分
野
に
つ
い
て
︑
電

動
化
技
術
及
び
内
燃
機
関
の

改
良
等
の
調
査
研
究
を
産
学

官
で
連
携
し
て
実
施
し
︑
高

効
率
な
次
世
代
大
型
車
の
開

発
・
実
用
化
を
促
進
し
て
参

り
ま
す
︒

　

結
び
に
当
た
り
︑
自
動
車

に
関
わ
ら
れ
て
い
る
皆
様
方

が
︑
今
年
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
い
て
大
い
に
ご
活
躍

さ
れ
︑
一
層
の
ご
発
展
を
遂

げ
ら
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
︑
小
職
の
年
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
︒

 
（
要
旨
）

 

新
東
名
静
岡
Ｓ
Ａ
・
浜
松

Ｓ
Ａ
で
大
型
車
駐
車
可
能

台
数
が
２
倍
に

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
は
令
和

元
年
12
月
25
日
︑
新
東
名
高

速
道
路
静
岡
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
（
Ｓ
Ａ
）（
上
り
）・
浜
松

Ｓ
Ａ
（
同
）
で
実
施
し
て
き

た
駐
車
マ
ス
増
設
工
事
が
完

了
し
︑
同
日
よ
り
増
設
さ
れ

た
駐
車
マ
ス
の
利
用
が
可
能

事
で
は
︑
大
型
車
の
駐
車
可

能
台
数
を
約
２
倍
に
増
や
す

（
静
岡
Ｓ
Ａ
：
１
３
０
台
︑

浜
松
Ｓ
Ａ
：
１
４
７
台
）
と

と
も
に
︑
物
流
分
野
の
省
力

化
・
効
率
化
・
環
境
負
荷
軽

減
を
推
進
す
る
た
め
︑
ト
レ

ー
ラ
用
駐
車
マ
ス
を
計
７
台

分
増
設
（
静
岡
Ｓ
Ａ
：
２

台
増
︑
浜
松
Ｓ
Ａ
：
５
台

増
）︒浜
松
Ｓ
Ａ
の
増
加
分
は
︑

﹁
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
優

先
駐
車
マ
ス
﹂
と
し
て
整
備

さ
れ
た
︒

　

な
お
︑
従
来
の
ト
レ
ー
ラ

用
駐
車
マ
ス
も
︑
マ
ス
を
斜

め
に
配
置
す
る
こ
と
で
︑
ダ

ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
が
駐
車

可
能
な
大
き
さ
に
変
更
さ
れ

た
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
で

は
︑
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク

が
確
実
に
駐
車
で
き
る
駐
車

マ
ス
の
整
備
を
進
め
る
こ
と

で
︑
物
流
分
野
の
﹁
働
き
方

改
革
﹂
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
し
て
い
る
︒

に
な
っ
た
と
発
表
し
た
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
東
京

支
社
で
は
︑
物
流
の
基
幹
と

な
る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
お
い
て
︑
長
時
間
駐
車

な
ど
に
よ
る
深
夜
帯
を
中
心

と
し
た
大
型
車
の
駐
車
マ
ス

不
足
を
は
じ
め
︑
駐
車
エ
リ

ア
全
体
の
混
雑
が
顕
在
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
︑
Ｓ
Ａ
・

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア（
Ｐ
Ａ
）

の
駐
車
マ
ス
の
拡
充
を
進
め

て
い
る
︒

　

今
回
の
駐
車
マ
ス
増
設
工

国
土
交
通
省
自
動
車
局
長

一
見
　
勝
之
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
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危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①前車の前方の橋には部分凍結しているところがあ
ります。冬期は雪がない場合でも、橋の上やトンネ
ルの出入口、切り通し、日陰部分は凍結しているこ
とが多いので注意が必要です。そのため「前車に追
従しながら走行していれば、安全だろう」と安易に
走行していると、前車がスリップしコントロールを
失った場合、ブレーキが間に合わず追突してしまう
危険があります。冬期の橋の上では、前車との間に
十分な車間距離を確保しましょう。

②自車が凍結に気づかずに走行した場合、凍結部分
でスリップし、橋桁や接近してくる対向車に衝突す
る危険があります。凍結路面は積雪路面よりも滑り
やすく停止距離が長くなるだけでなく、ブレーキや
ハンドル操作のわずかなミスでもスリップを招く恐
れがあります。橋など凍結しやすい場所を走行する
時は、ハンドル、ブレーキ操作を慎重に行いましょ
う。
③対向車線にも凍結しているところがありますが、一
般のドライバーは、橋の上が凍結しやすいというこ
とを知らないことが多く、路面に対する警戒心が薄
れていることがあります。そのため、スリップして自
車線に飛び込んでくることも考えられます。そのよ
うな場合、衝突を避けることは難しいかもしれませ

①凍結部分でスリップした前車に追突する危険があ
ります（図１）。

②凍結部分でスリップし、橋桁や対向車に衝突する
危険があります（図2）。

③対向車がスリップし、自車線にはみ出し衝突する危
険があります（図3）。

　あなたは前車に追従しながら、橋にさ
しかかりました。橋には部分凍結している
箇所があります。この場面にはどのような
危険がありますか。また、危険を避けるた
めにはどのような運転をすればよいでし
ょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

んが、少なくともスピードを落としていれば、
衝突した場合の被害を軽減することができま
す。凍結しやすい路面を走行する時は、スピ
ードを落として対向車の動きに注意を払い
ながら走行しましょう。

　
　

︻
解
説
︼
ま
ず
︑
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
に
つ
い
て
簡
単
に
お
さ
ら
い
を

し
ま
す
と
︑
新
し
い
36
協
定
で
延
長

で
き
る
の
は
原
則
月
45
時
間
︑
年
３

６
０
時
間
ま
で
で
す
︒
ま
た
︑
例
外

的
に
︑
繁
忙
期
な
ど
特
別
な
事
情
が

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
︑
特
別
条
項

　

中
小
企
業
に
つ
い
て
猶
予
さ
れ
て

い
た
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の

適
用
が
、
今
年
の
４
月
１
日
か
ら

い
よ
い
よ
実
行
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
36
協
定
の
手
続
き
方
法

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
で
す
か
。

併
せ
て
、
弊
社
の
現
行
36
協
定
は

昨
年
秋
に
締
結
し
た
ば
か
り
で
、

有
効
期
間
が
４
月
１
日
の
適
用
開

始
日
を
超
え
て
し
ま
う
の
で
す
が
、

こ
の
場
合
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
、
お
教
え
く
だ
さ
い
。
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４月からは上限規制が
中小にも適用になるが

付
き
の
協
定
を
締
結
す
れ
ば
年
６
か

月
ま
で
は
月
45
時
間
を
超
え
る
こ
と

が
可
能
で
す
が
︑
歯
止
め
と
し
て
年

７
２
０
時
間
以
内
︑
月
１
０
０
時
間

未
満
（
休
日
労
働
を
含
む
）︑
複
数

月
平
均
80
時
間
以
内
（
同
）
と
い
う

制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒さ
ら
に
︑

こ
れ
ら
の
上
限
規
制
は
︑
従
来
の
告

示
に
よ
る
も
の
か
ら
法
律
事
項
に
格

上
げ
さ
れ
た
た
め
︑
違
反
す
る
と
６

か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
︒

　

次
に
︑
36
協
定
の
手
続
き
面
で
は
︑

従
来
は
﹁
１
日
﹂
お
よ
び
﹁
１
日
を

超
え
る
一
定
の
期
間
﹂
に
つ
い
て
の
延

長
時
間
が
必
要
的
協
定
事
項
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
︑
前
記
上
限
規
制
が

法
定
さ
れ
た
の
に
合
わ
せ
︑﹁
１
日
﹂

﹁
１
か
月
﹂
お
よ
び
﹁
１
年
﹂
の
そ

れ
ぞ
れ
の
期
間
に
つ
い
て
延
長
で
き

る
労
働
時
間
を
定
め
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
し
た
︒
ま
た
︑
従
来
の
有

効
期
間
の
ほ
か
に
︑
労
働
時
間
を
延

長
し
︑
ま
た
は
休
日
に
労
働
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
期
間
と
し
て
１
年
間

を
限
度
と
す
る
対
象
期
間
と
起
算
日

の
定
め
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
︒
さ
ら

に
︑
36
協
定
に
よ
る
上
限
時
間
と
は

別
に
︑過
労
死
防
止
等
の
観
点
か
ら
︑

実
際
に
働
か
せ
た
時
間
外
労
働
と
休

日
労
働
の
合
計
が
月
１
０
０
時
間
以

上
︑
ま
た
は
２
～
６
か
月
平
均
80
時

間
超
と
な
っ
た
場
合
は
法
違
反
と
さ

れ
た
た
め
︑
そ
の
上
限
規
制
（
新
労

働
基
準
法
第
36
条
第
６
項
第
２
・
３

号
）
の
遵
守
を
確
認
す
る
た
め
の
チ

ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
が
新
た
に
設
け
ら
れ

ま
し
た
︒
そ
こ
に
チ
ェ
ッ
ク
が
な
い
36

協
定
は
法
定
要
件
を
欠
く
も
の
と
し

て
無
効
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
︒

　

届
け
出
様
式
に
つ
い
て
は
︑
一
般

の
労
働
者
の
場
合
は
︑
こ
れ
ま
で
と

違
い
特
別
条
項
を
結
ぶ
と
き
︑
通
常

の
届
け
出
様
式（
第
９
号
）と
は
別
に
︑

特
別
条
項
締
結
用
の
様
式
第
９
号
の

２
で
届
け
出
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
︒
ま
た
︑
自
動
車
運
転
業
務

の
場
合
は
︑
適
用
猶
予
期
間
中
（
２

０
２
４
年
３
月
31
日
ま
で
）
は
様
式

第
９
号
の
４
等
を
使
う
こ
と
に
な
り

ま
す
︒

　

最
後
に
︑
ご
質
問
後
段
の
︑
御
社

の
現
行
36
協
定
の
有
効
期
間
が
４
月

１
日
の
適
用
開
始
日
を
超
え
て
い
る

と
い
う
点
で
す
が
︑
今
回
改
正
さ
れ

た
労
基
法
第
36
条
の
規
定
は
︑
適
用

開
始
日
で
あ
る
４
月
１
日
以
後
の
期

間
の
み
を
定
め
て
い
る
協
定
に
つ
い

て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
︑

前
日
の
３
月
31
日
を
含
む
期
間
を
定

め
て
い
る
協
定
に
つ
い
て
は
︑
そ
の

協
定
期
間
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
１

年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
改
正
前

の
取
り
扱
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
し

た
が
っ
て
︑
御
社
の
現
行
36
協
定
は

そ
の
ま
ま
有
効
で
あ
り
︑
４
月
１
日

に
改
め
て
協
定
し
直
す
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
し
︑
新
協
定
締
結
ま
で
は
上

限
規
制
の
適
用
は
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
︒
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あ
る
営
業
所
の
労
働
時
間
短
縮

の
事
例
で
あ
る
︒
約
３
年
前
に
︑

旧
営
業
所
か
ら
２
㌔
㍍
ほ
ど
の
距

離
に
営
業
所
を
新
築
移
設
し
た
事

業
者
が
い
る
︒
移
転
し
て
間
も
な

く
︑社
長
が
営
業
所
に
行
く
と﹁
仕

事
で
出
発
す
る
時
間
で
は
な
い
の

に
ト
ラ
ッ
ク
が
出
て
い
っ
た
︒
ど
こ

に
行
く
の
か
不
思
議
に
思
っ
て
後

を
つ
け
た
ら
︑燃
料
補
給
だ
っ
た
︒

そ
こ
で
︑
自
家
給
油
に
す
れ
ば
往

復
時
間
を
短
縮
で
き
る
と
考
え

て
︑
約
２
５
０
０
万
円
を
か
け
て

ス
タ
ン
ド
を
造
っ
た
﹂
と
い
う
︒

　

同
社
は
従
業
員
数
が
１
８
０
人

で
︑
保
有
車
両
数
は
ト
レ
ー
ラ
の

シ
ャ
ー
シ
も
含
め
て
２
９
０
台
︒

本
社
の
他
に
５
営
業
所
︑
１
共
配

セ
ン
タ
ー
︑
運
送
子
会
社
１
社
な

ど
が
あ
る
︒
当
該
営
業
所
の
所
属

車
両
数
は
10
㌧
車
３
台
︑
４
㌧
車

５
台
︒
10
㌧
車
は
長
距
離
輸
送
で

あ
り
出
先
で
燃
料
補
給

す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
︑

こ
こ
で
は
４
㌧
車
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
つ
い
て
だ

け
︑
イ
ン
タ
ン
ク
に
よ

る
労
働
時
間
短
縮
を
試

算
す
る
︒

　

営
業
所
の
管
理
者
に

よ
る
と
︑
ス
タ
ン
ド
ま

で
は
﹁
往
復
で
30
分
～

40
分
︑
距
離
は
往
復
７
︑
８
㌔

㍍
ぐ
ら
い
﹂
と
い
う
︒
４
㌧
車

は
担
当
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
走
行

距
離
が
違
い
︑﹁
燃
料
補
給
は

２
日
ま
た
は
３
日
に
１
回
ぐ
ら

い
﹂
で
あ
る
︒
そ
こ
で
往
復
30

分
と
す
る
と
︑
２
日
に
１
回
な

ら
週
３
回
︑
月

12
回
で
６
時

間
︑
３
日
に
１

回
な
ら
月
４
時

間
な
の
で
︑
平

均
を
月
５
時
間

と
し
て
も
大
幅

な
労
働
時
間
短

縮
に
な
る
︒

　

こ
れ
を
投
資

対
効
果
と
い
う

経
営
的
な
側
面

か
ら
も
み
て
み

よ
う
︒
４
㌧
車

５
台
で
５
人
の

ド
ラ
イ
バ
ー
な

ら
︑
１
か
月
25

時
間
の
時
間
短

縮
で
あ
る
︒
人
件
費
に
換
算
す

る
と
︑
所
在
地
の
最
低
賃
金
９

６
４
円
（
令
和
元
年
10
月
１
日

発
効
）
を
基
に
︑
所
定
外
労
働

と
し
て
５
人
分
を
計
算
す
る

と
︑月
３
万
１
２
５
円
に
な
る
︒

年
間
で
は
36
万
１
５
０
０
円
と

い
う
金
額
だ
︒

　

ま
た
︑
燃
料
補
給
の
た
め
の
往

復
で
消
費
す
る
燃
料
が
あ
っ
た
︒

４
㌧
車
の
燃
費
を
７
㌔
㍍
／
㍑
台

と
す
れ
ば
１
往
復
で
１
㍑
︒
平
均

月
10
往
復
︑
軽
油
価
格
を
１
０
０

円
／
㍑
と
す
る
と
︑
５
台
で
は
月

５
０
０
０
円
︑
年
間
６
万
円
だ
︒

　

さ
ら
に
︑
ス
タ
ン
ド
買
い
と
の

価
格
差
が
あ
る
︒
担
当
者
は
﹁
正

確
に
把
握
し
て
い
な
い
が
１
㍑
に

つ
き
１
円
か
２
円
程
度
安
く
な
っ

た
は
ず
﹂
と
い
う
︒
そ
こ
で
１
円

安
く
な
っ
た
と
し
よ
う
︒
同
営
業

所
の
１
か
月
の
軽
油
補
給
量
は

﹁
平
均
１
２
０
㌔
㍑
︑
そ
の
う
ち

自
車
両
が
80
㌔
㍑
︑
協
力
会
社
が

40
㌔
㍑
の
割
合
﹂︒
自
車
両
の
削

減
金
額
は
１
か
月
８
万
円
︑
年
間

96
万
円
だ
︒
さ
ら
に
１
円
を
上
乗

せ
し
て
協
力
会
社
に
提
供
し
た
と

す
れ
ば
︑
年
に
48
万
円
の
売
買
差

益
が
で
る
︒

　

給
油
施
設
の
建
設
費
用
は
約
２

５
０
０
万
円
︒
こ
の
費
用
対
効
果

を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
︒
さ

ら
に
﹁
効
果
﹂
分
を
賃
金
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
の
原
資
に
し
て
︑
残
業
代

減
少
分
の
補
填
や
︑
定
着
率
の
向

上
︑
さ
ら
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
募

集
条
件
を
有
利
に
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
︒

第
247
回

自家給油で時短、その費用対効果は

Ａ�

適
用
前
の
協
定
は
そ
の
ま

ま
有
効
で
、
規
制
は
な
し

 

雇
用
者
数
、
実
雇
用
率
と

も
に
増
加
傾
向
に

令
和
元
年「
障
害
者
雇
用
状
況
」

　

厚
生
労
働
省
は
令
和
元
年

12
月
25
日
︑
令
和
元
年
﹁
障

害
者
雇
用
状
況
﹂
の
集
計
結

果
を
公
表
し
た
︒

　

集
計
結
果
に
よ
る
と
︑
民

間
企
業
に
お
け
る
雇
用
障
害

者
数
は
56
万
６
０
８
・
５
人

（
前
年
比
４
・
８
％
増
）︑

実
雇
用
率
は
２
・
11
％
（
同

０
・
06
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）と
︑

と
も
に
過
去
最
高
を
更
新
し

た
︒

　

実
雇
用
率
を
企
業
規
模
別

で
み
る
と
︑
45
・
５
～
１
０

０
人
未
満
で
１
・
71
％
（
前

年
は
１
・
68
％
）︑
１
０
０
～

３
０
０
人
未
満
で
１
・
97
％

（
同
１
・
91
％
）︑
３
０
０
～

５
０
０
人
未
満
で
１
・
98
％

（
同
１
・
90
％
）︑
５
０
０
～

１
０
０
０
人
未
満
で
２
・
11
％

引
き
上
げ
に
向
け
︑﹁
業
務

改
善
助
成
金
﹂
の
拡
充
を
行

っ
て
い
る
︒

　

業
務
改
善
助
成
金
は
︑
生

産
性
向
上
の
た
め
の
設
備
投

資
を
行
い
︑
事
業
場
内
最
低

賃
金
を
一
定
額
以
上
引
き
上

げ
た
場
合
に
︑
設
備
投
資
に

係
っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
も
の
︒

　

令
和
元
年
度
は
︑
事
業
場

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
中
小

企
業
に
お
け
る
最
低
賃
金
の

 

運
輸
業
・
郵
便
業
の
新
規

求
人
が
２
か
月
連
続
で
減
少

一
般
職
業
紹
介
状
況
11
月
分

　

厚
生
労
働
省
は
令
和
元
年

12
月
27
日
︑﹁
一
般
職
業
紹

介
状
況
（
令
和
元
年
11
月

分
）﹂
を
公
表
し
た
︒

　

こ
れ
に
よ
る
と
︑
有
効
求

人
倍
率
（
季
節
調
整
値
）
は

１
・
57
倍
と
な
り
︑
前
月
と

同
水
準
と
な
っ
た
︒
ま
た
︑

新
規
求
人
倍
率
（
同
）
は
２

・
32
倍
と
な
り
︑
前
月
を
０

・
12
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
︒

　

11
月
の
新
規
求
人
（
原
数

値
）
は
前
年
同
月
比
６
・
７

％
減
と
な
り
︑
産
業
別
で
は

運
輸
業
︑
郵
便
業
は
６
・
７

％
減
で
︑
前
月
（
８
・
０
％

減
）
に
続
い
て
２
か
月
連
続

で
減
少
と
な
っ
た
︒

　

都
道
府
県
別
の
有
効
求
人

倍
率
（
季
節
調
整
値
）
を
み

る
と
︑
就
業
地
別
で
︑
最
高

は
富
山
県
の
２
・
08
倍
︑
最

低
は
高
知
県
の
１
・
26
倍
︑

受
理
地
別
で
︑
最
高
は
東
京

都
の
２
・
06
倍
︑
最
低
は
長

崎
県
の
１
・
16
倍
と
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑職
業
別
に
み
る
と
︑

自
動
車
運
転
の
職
業
が
３
・

28
倍
と
な
っ
た
︒

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
刷
新

求
人
票
様
式
変
更
で
詳
細
な

情
報
提
供
が
可
能
に

　

厚
生
労
働
省
で
は
１
月
６

日
よ
り
︑
公
共
職
業
安
定
所

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
の
シ
ス
テ

ム
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
更
新

し
た
︒

　

主
な
変
更
点
は
次
の
通
り
︒

　

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
上
に﹁
求

人
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
﹂
を
開
設

す
る
と
︑
会
社
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
求
人
申
し
込
み
や
求
人

内
容
変
更
な
ど
の
手
続
き
が

可
能
と
な
る
︒

　

②
求
人
票
の
様
式
が
変
わ

り
︑
掲
載
す
る
情
報
量
が
増

え
る
と
と
も
に
︑
求
職
者
に

対
し
て
求
人
情
報
を
よ
り
詳

細
に
伝
え
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
（
左
図
）︒

　

な
お
︑
詳
細
に
つ
い
て
は

﹁
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
﹂
サ
イ
ト

を
参
照
の
こ
と
︒

内
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
額

に
つ
い
て
︑
現
行
の
﹁
30
円

コ
ー
ス
﹂
の
ほ
か
︑
幅
広
い

引
き
上
げ
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
︑①
25
円
︑②
60
円
︑

90
円
︱
︱
の
３
コ
ー
ス
を
新

設
（
表
）︒
申
請
窓
口
は
都

道
府
県
労
働
局
で
︑
申
請
受

付
は
１
月
31
日
ま
で
︒
な
お
︑

新
設
コ
ー
ス
に
関
し
て
は
︑

申
請
期
限
の
延
長
を
予
定
し

て
い
る
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
厚
労

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
同
助
成

金
特
設
サ
イ
ト
を
参
照
の
こ

と
︒

﹁
荷
主
と
の
取
引
に
関

す
る
実
態
調
査
﹂
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け

　

公
正
取
引
委
員
会
で
は
︑

物
流
事
業
者
を
対
象
と
し
た

書
面
調
査
﹁
荷
主
と
の
取
引

に
関
す
る
実
態
調
査
﹂
の
実

施
に
あ
た
り
︑
同
調
査
対
象

事
業
者
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
る
︒

　

公
取
委
で
は
︑
荷
主
と
物

流
事
業
者
と
の
取
引
に
お
け

る
優
越
的
地
位
の
濫
用
行
為

を
効
果
的
に
規
制
す
る
観
点

か
ら
︑
独
占
禁
止
法
第
２
条

（
同
２
・
05
％
）︑
１
０
０
０

人
以
上
で
２
・
31
％
（
同
２

・
25
％
）
と
︑
い
ず
れ
も
前

年
よ
り
増
加
し
て
い
る
︒

　

産
業
別
で
は
︑
運
輸
業
︑

郵
便
業
に
お
け
る
実
雇
用
率

は
２
・
19
％
と
な
っ
て
い
る
︒

第
９
項
第
６
号
の
規
定
に
基

づ
き
︑﹁
特
定
荷
主
が
物
品

の
運
送
又
は
保
管
を
委
託
す

る
場
合
の
特
定
の
不
公
正
な

取
引
方
法
﹂（
以
下
︑
物
流

特
殊
指
定
）を
定
め
て
い
る
︒

　

同
調
査
は
︑
事
前
に
公
取

委
が
荷
主
に
対
し
て
取
引
の

あ
る
物
流
事
業
者
に
関
す
る

調
査
を
実
施
し
て
お
り
︑
こ

れ
を
基
に
︑
物
流
事
業
者
に

対
し
て
平
成
31
年
１
月
１
日

～
令
和
元
年
12
月
31
日
の
間

に
行
っ
た
調
査
対
象
荷
主
と

の
取
引（
運
送
等
）に
つ
い
て
︑

書
面
調
査
を
行
う
も
の
︒

　

な
お
︑
公
取
委
で
は
同
調

査
の
実
施
に
あ
た
り
︑
調
査

に
協
力
し
た
事
業
者
が
荷
主

に
特
定
さ
れ
た
り
︑
情
報
を

提
供
し
た
こ
と
が
疑
わ
れ
た

り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
︑

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
調
査

を
実
施
し
て
い
く
と
し
て
い

る
︒

　

回
答
用
紙
の
提
出
期
限

は
︑
１
月
27
日
㈪
と
な
っ
て

い
る
︒

　

同
調
査
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
︑
公
取
委
書
面
調
査

事
務
局
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎

０
５
７
０
・
０
２
７
・
１
１

１
︑平
日
９
時
30
分
～
12
時
︑

13
時
～
17
時
30
分
）
ま
で
︒

江
藤
拓
農
林
水
産
大
臣

か
ら
感
謝
状
を
受
領

昨
年
の
大
雨
・
台
風
時
の

緊
急
物
資
輸
送
を
評
価

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

令
和
元
年
12
月
26
日
︑
江
藤

拓
農
林
水
産
大
臣
か
ら
の
感

謝
状
を
受
領
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
昨
年
８
月
に
佐

賀
県
な
ど
を
襲
っ
た
前
線
に

伴
う
大
雨
︑
同
９
月
に
発
生

・
上
陸
し
て
千
葉
県
な
ど
に

発
生
・
上
陸
し
て
東
北
地
方

か
ら
中
部
地
方
に
か
け
て
の

広
い
範
囲
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
台
風
19
号
の
際

に
︑
全
ト
協
が
被
災
地
へ
の

緊
急
物
資
輸
送
を
展
開
し
︑

災
害
援
助
に
貢
献
し
た
こ
と

を
評
価
さ
れ
た
も
の
︒

　

当
日
は
︑
道
野
英
司
農
水

省
大
臣
官
房
審
議
官
が
全
ト

協
を
訪
問
︒
全
ト
協
の
桝
野

龍
二
理
事
長
に
感
謝
状
を
手

渡
し
た
︒

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

台
風
15
号
︑
ま
た
同
10
月
に

業
務
改
善
助
成
金
を
拡
充　
　

　
　
３
つ
の
コ
ー
ス
を
新
設

事
業
場
内
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

図
る
中
小
事
業
者
を
支
援

道野英司農水省大臣官房審議官㊧から感謝状を受
け取った桝野龍二全ト協理事長（12月26日、全ト協）

公 取 委

表 「業務改善助成金」コース内容
コース区分 引き上げる

労働者数
助　成
上限額

助成対象事業場
（全ての要件を満たすもの） 助成率

新
規
に
追
加
さ
れ
る
コ
ー
ス

25円コース
（850円未満）

※

1人 25万円

・事業場内最低賃金
850円未満

・事業場内最低賃金と
地域別最低賃金の
差額が30円以内

・事業場規模100人以下

4/5
（生産性要件
を満たした場
合は 9/10）

2～3人 40万円
4～6人 60万円
7人以上 80万円

60円コース
（850円未満）

※

1人 60万円
2～3人 90万円
4～6人 150万円
7人以上 230万円

90円コース
（850円未満）

※

1人 90万円
2～3人 150万円
4～6人 270万円
7人以上 450万円

現
行
の
コ
ー
ス

30円コース
（850円未満）

※

1～3人 50万円 ・事業場内最低賃金
850円未満

・事業場内最低賃金と地域別
最低賃金の差額が30円以内
・事業場規模100人以下

4/5
（生産性要件
を満たした場
合は 9/10）

4～6人 70万円

7人以上 100万円

30円コース
1～3人 50万円 ・事業場内最低賃金と地域別

最低賃金の差額が30円以内

・事業場規模100人以下

3/4
（生産性要件
を満たした場
合は 4/5）

4～6人 70万円
7人以上 100万円

※ 対象は、地域別最低賃金 850 円未満の地域のうち事業場内最低賃金が 850 円未満の事業場です。青森、岩手、
宮城、秋田、山形、福島、茨城、群馬、新潟、富山、石川、福井、山梨、長野、奈良、和歌山、鳥取、島根、
岡山、山口、徳島、香川、愛媛、高知、福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄の 32 県。
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「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.2％の燃費向上、車両故障件数18.8％減少。
交通事故発生件数24.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2017年版より）環境改善にとどまらない効果。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。
※講習会開催日の約1か月前より参加者募集を開始する予定

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 場　所 主催 問合せ先対象業種

（略称：エコモ財団）

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

グリーン経営認証制度とは：

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の政策となっている環境マネジメントシステムです。そ
の認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに基づき環境問題に取組む事業者（トラック、バス、タク
シー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

で 検 索グリーン経営

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催する社内講習会等
に当財団の担当者が出向き、グリーン経営について説明する取組です。「出前説明会」受付中！

中部運輸局AP名古屋．名駅 ６階-O
愛知県名古屋市中村区名駅4-10-25 名駅IMAIビル13時30分～16時30分トラック

バス・タクシー 2月21日（金）

13時30分～16時30分
TKP新宿カンファレンスセンター
カンファレンスルーム　6A
東京都新宿区西新宿1-14-11 Daiwa西新宿ビル

関東運輸局トラック
バス・タクシー 2月17日（月）

CSA貸会議室 6-E
静岡県静岡市葵区御幸町11-8 レイアップ御幸町ビル6階 中部運輸局13時30分～16時30分倉庫・港湾運送

旅客船・内航海運 2月  6日（木）

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

トラック
バス・タクシー 9時30分～12時00分1月28日（火）

1月27日（月） 13時30分～16時30分倉庫・港湾運送
旅客船・内航海運 九州運輸局

交通政策部 環境・物流課
☎092-472-3154

九州運輸局 ７階会議室
福岡県福岡市博多区博多駅東2-11-1
福岡合同庁舎 新館７階

九州運輸局

　

富
士
運
輸
㈱
は
︑
ウ
イ
ン

グ
車
や
カ
ー
ゴ
車
︑
ダ
ン
プ

車
に
よ
る
輸
送
を
行
う
ト
ラ

ッ
ク
部
門
と
︑
ケ
ミ
カ
ル
ロ

ー
リ
ー
車
に
よ
る
石
油
製
品

・
液
化
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
の

輸
送
を
行
う
ロ
ー
リ
ー
部
門

で
構
成
さ
れ
て
い
る
︒
山
口

県
に
本
社
を
構
え
︑
中
国
地

方
一
円
と
福
岡
県
や
大
分
県

な
ど
の
北
部
九
州
地
区
を
輸

送
範
囲
と
し
て
い
る
︒

　

ま
ず
︑
同
社
に
お
け
る
ド

ラ
イ
バ
ー
確
保
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
と
取
り

組
み
を
み
て
い
こ
う
︒

　

同
社
の
保
有
す
る
車
両
は

大
型
車
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
︑
入
社
に
際
し

て
は
大
型
自
動
車
免
許
の
保

有
が
必
須
と
な
る
︒
し
か
し
︑

同
社
で
は
基
本
的
に
︑
業
界

未
経
験
者
の
採
用
を
主
体
と

し
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
同
社

の
場
合
︑
特
に
ロ
ー
リ
ー
部

門
で
は
特
殊
な
車
両
が
多

く
︑
ま
た
様
々
な
危
険
物
の

輸
送
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る

た
め
︑
同
業
他
社
で
の
業
界

経
験
に
慢
心
を
抱
き
︑
会
社

が
定
め
た
ル
ー
ル
を
軽
視
す

る
よ
う
な
人
で
は
な
く
︑
同

社
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
く

れ
る
人
を
重
視
し
て
い
る
か

ら
だ
︒

　

ま
た
︑
同
社
に
お
け
る
募

集
活
動
で
は
︑
多
く
の
運
送

事
業
者
に
広
が
っ
て
い
る
﹁
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
求
人
専
門

サ
イ
ト
に
よ
る
募
集
﹂
を
行

わ
ず
︑公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
の
募
集
を

主
体
と
し
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
で
は
１
年
ほ

ど
前
か
ら
︑
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
求
職
者
が
閲
覧
す
る
求
人

票
に
つ
い
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の

項
目
を
よ
り
詳
細
に
記
載
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
︒
同
社

の
実
際
の
求
人
票
を
下
図
に

示
す
︒
会
社
の﹁
事
業
内
容
﹂

や﹁
会
社
の
特
長
﹂︑ま
た﹁
仕

事
の
内
容
﹂
を
事
細
か
に
記

載
す
る
こ
と
で
︑
求
職
者
に

と
っ
て
は
会
社
の
イ
メ
ー
ジ

や
就
職
後
の
自
分
の
姿
を
よ

り
具
体
的
に
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
る
︒
そ
し
て
︑﹁
求

人
条
件
特
記
事
項
﹂
の
欄
に

は
︑
賞
与
や
免
許
取
得
制
度

な
ど
様
々
な
社
内
制
度
を
明

記
し
て
い
る
ほ
か
︑﹁
安
定
し

た
待
遇
﹂﹁
充
実
の
福
利
厚

生
﹂
な
ど
様
々
な
特
色
も
︑

求
職
者
に
分
か
り
や
す
い
形

で
求
人
票
に
落
と
し
込
む
な

ど
︑
求
職
者
の
心
に
響
き
︑

応
募
に
結
び
つ
く
よ
う
な
求

人
票
づ
く
り
を
心
が
け
て
い

る
︒

　

一
方
︑
若
手
獲
得
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
︑
同
社
で
は

地
元
専
門
学
校
と
の
提
携
も

行
っ
て
い
る
︒

　

山
口
県
内
で
専
門
学
校
を

運
営
す
る
学
校
法
人
Ｙ
Ｉ
Ｃ

学
院
で
は
︑
山
口
県
か
ら
の

委
託
を
受
け
︑
４
年
ほ
ど
前

か
ら
﹁
大
型
ド
ラ
イ
バ
ー
養

成
科
﹂
を
開
設
し
て
い
る
︒

　

２
か
月
の
訓
練
期
間
の
中

に
は
５
日
間
の﹁
企
業
実
習
﹂

が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
︑
受

講
生
は
実
習
先
の
運
送
会
社

で
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
現
場
を

体
験
し
︑
業
界
へ
の
理
解
を

深
め
る
︒
同
社
で
は
︑
年
間

20
人
程
度
の
受
講
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
︒
実
習
を
通
じ

て
同
社
に
興
味
・
関
心
を
も

っ
た
受
講
生
が
実
習
後
に
同

社
に
入
社
し
て
く
る
こ
と
も

あ
り
︑
今
年
度
は
26
歳
と
31

歳
の
業
界
未
経
験
者
が
同
社

に
入
社
す
る
予
定
だ
︒

　
﹁
受
講
生
た
ち
は
全
員
真

面
目
で
︑
入
社
し
た
後
の
定

着
率
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
大
型
免
許
を
取
得
す

る
た
め
の
費
用
は
県
で
賄
っ

て
も
ら
え
る
た
め
︑
当
社
に

と
っ
て
は
大
型
免
許
取
得
に

関
す
る
費
用
負
担
が
軽
減
さ

れ
ま
す
︒
若
手
ド
ラ
イ
バ
ー

の
獲
得
に
繋
が
る
た
め
︑
今

後
も
引
き
続
き
受
講
生
の
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
阿
部

社
長
）

　

同
社
で
は
毎
月
13
日
に
︑

﹁
月
例
朝
礼
﹂
を
実
施
し
て

い
る
︒
こ
れ
は
︑
阿
部
社
長

就
任
半
年
後
と
な
る
平
成
25

年
12
月
13
日
に
︑
同
社
の
車

両
が
交
差
点
で
横
転
す
る
事

故
の
発
生
を
き
っ
か
け
に
行

っ
て
い
る
も
の
︒
こ
の
事
故
で

は
︑
同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

打
撲
し
た
だ
け
で
︑
通
行
人

等
の
け
が
人
は
な
か
っ
た
が
︑

こ
の
事
故
を
重
く
受
け
止

め
︑
以
降
同
社
で
は
13
日
を

﹁
月
命
日
﹂
と
定
め
︑
月
例

朝
礼
を
行
う
よ
う
に
し
た
︒

　

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
多

く
は
︑
午
前
４
時
と
朝
７
時

に
営
業
所
を
出
発
す
る
︒
こ

の
日
は
阿
部
社
長
も
午
前
４

時
に
出
社
し
︑
10
人
ず
つ
の

ド
ラ
イ
バ
ー
と
30
分
間
じ
っ

く
り
と
話
を
し
て
い
る
︒
こ

う
し
た
場
で
経
営
者
や
管
理

者
が
ド
ラ
イ
バ
ー
の
思
い
を

聞
き
︑
真
摯
に
向
き
合
っ
て

い
く
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
定
着
化
に
繋
げ
て
い
る
と

い
う
︒

　

ま
た
︑
同
社
で
は
︑﹁
新

人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
指
導
を
し

て
く
れ
た
﹂﹁
備
品
庫
の
整

理
整
頓
を
し
て
く
れ
た
﹂
な

ど
︑
周
り
の
助
け
に
な
る
よ

う
な
行
為
を
し
た
従
業
員
に

対
す
る
報
奨
制
度
も
設
け
て

い
る
︒
こ
う
し
た
報
奨
制
度

の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
︑
同

社
が
人
材
育
成
の
面
で
大
切

に
し
て
い
る
﹁
品
の
い
い
ド

ラ
イ
バ
ー
﹂
が
次
々
と
誕
生

し
て
い
る
︒

　

従
業
員
の
定
着
率
向
上
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
︑
労

働
環
境
の
改
善
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
︑
給
与
や
手
当
な
ど

処
遇
面
で
の
改
善
も
欠
か
せ

な
い
︒

　

阿
部
社
長
は
も
と
も
と
銀

行
の
支
店
長
を
務
め
て
い
た

が
︑
25
年
７
月
に
同
社
に
入

社
し
︑
社
長
に
就
任
し
た
︒

そ
の
当
時
︑
ガ
ソ
リ
ン
需
要

の
長
期
低
落
傾
向
に
伴
っ
て

全
国
で
給
油
所
が
減
少
し
て

お
り
︑
給
油
所
へ
の
ガ
ソ
リ

ン
輸
送
を
手
が
け
る
同
社
で

も
毎
年
５
％
ず
つ
運
賃
が
下

が
っ
て
い
く
よ
う
な
状
況
に

あ
っ
た
︒
阿
部
社
長
は
元
銀

行
員
と
し
て
の
経
験
を
活
か

し
て
同
社
の
経
営
を
立
て
直

す
べ
く
︑
荷
主
へ
の
運
賃
交

渉
を
懸
命
に
行
い
︑
そ
し
て

運
賃
値
上
げ
を
勝
ち
取
っ

た
︒
ま
た
︑
近
年
の
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
を
背
景
に
さ
ら
な

る
運
賃
交
渉
と
値
上
げ
を
実

施
し
た
こ
と
で
︑
社
長
就
任

直
後
に
比
べ
て
同
社
の
収
支

構
造
は
大
き
く
改
善
し
た
︒

　

同
社
は
︑
こ
う
し
た
収
支

構
造
改
善
を
原
資
に
︑
処
遇

面
で
の
改
善
の
ひ
と
つ
と
し

て
︑
５
年
ほ
ど
前
か
ら
﹁
マ

ル
チ
ス
キ
ル
手
当
﹂
の
導
入

に
踏
み
切
っ
た
︒

　

同
社
に
入
社
し
た
業
界
未

経
験
の
ド
ラ
イ
バ
ー
（
大
型

免
許
取
得
済
）
は
︑
ま
ず
大

型
免
許
の
み
で
乗
務
で
き
る

ダ
ン
プ
車
な
ど
に
乗
務
し
︑

経
験
を
積
ん
で
い
く
︒
石
油

製
品
や
液
化
ア
ン
モ
ニ
ア
な

ど
と
い
っ
た
危
険
物
を
積
載

す
る
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
乗

務
す
る
た
め
に
は
︑
危
険
物

取
扱
者
な
ど
様
々
な
資
格
が

必
要
と
な
る
︒
資
格
を
取
得

し
︑
様
々
な
種
類
の
車
両
に

乗
務
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
︑
同
社
で
の
仕
事
の
幅

が
広
が
っ
て
く
る
︒
同
社
で

は
︑
ダ
ン
プ
車
だ
け
で
は
な

く
危
険
物
輸
送
な
ど
多
く
の

種
類
の
車
両
に
乗
務
可
能
な

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
︑
例

え
ば
２
種
類
の
車
両
に
乗
務

し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
３
０

０
０
円
︑
３
種
類
な
ら
７
０

０
０
円
︑
そ
し
て
５
種
類
に

な
る
と
３
万
３
０
０
０
円
と
い

う
よ
う
に
︑﹁
１
か
月
ご
と
に

何
種
類
の
車
両
に
乗
務
し
た

か
﹂
に
よ
っ
て
マ
ル
チ
ス
キ
ル

手
当
を
支
給
︒
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
の
ス
キ
ル
向
上
が
︑

収
入
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映

さ
れ
る
よ
う
な
方
法
を
と
っ

て
い
る
︒

　
﹁
特
定
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
仕

事
を
偏
ら
せ
ず
に
︑
多
く
の

人
が
マ
ル
チ
に
仕
事
を
こ
な

せ
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
で
︑
仕
事
量
や
給
与

・
残
業
手
当
の
平
準
化
に
繋

が
り
ま
す
︒
ま
た
︑
危
険
物

輸
送
に
関
す
る
資
格
の
取
得

は
大
変
で
す
が
︑
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

実
現
し
︑
給
与
額
が
増
え
る

こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
も
繋
が

っ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

ま
た
︑
30
年
と
31
年
に
は

２
年
連
続
で
基
本
給
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
に
踏
み
切
り
︑
２

年
間
で
１
万
円
の
増
額
を
実

現
さ
せ
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
方
改
革

が
進
む
中
で
︑﹁
残
業
時
間

が
減
少
し
て
も
手
取
り
額
が

減
ら
な
い
よ
う
に
す
る
﹂
た

め
の
施
策
で
あ
る
︒

　
﹁﹃
適
正
運
賃
を
収
受
し
て

自
社
の
収
支
構
造
を
改
善
さ

せ
る
﹄
こ
と
︑
そ
し
て
﹃
自

社
の
た
め
に
貢
献
し
て
く
れ

る
従
業
員
に
報
い
る
﹄
こ
と

は
︑
経
営
者
と
し
て
の
責
任

で
あ
り
義
務
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
︒
当
社
で
は
︑
デ

ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
な
ど
の

最
新
Ｉ
Ｔ
機
器
を
フ
ル
活
用

し
︑
荷
待
ち
時
間
な
ど
と
い

っ
た
現
場
で
発
生
す
る
無
駄

な
時
間
を
省
い
て
ド
ラ
イ
バ

ー
の
拘
束
時
間
削
減
に
繋
げ

て
い
く
と
と
も
に
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
が
満
足
で
き
る
給
与
を

支
給
し
て
い
く
た
め
の
収
支

構
造
改
善
も
同
時
進
行
で
進

め
て
い
ま
す
︒﹃
労
働
環
境

改
善
﹄
と
﹃
処
遇
改
善
﹄
を

と
も
に
力
強
く
推
進
し
て
い

く
こ
と
こ
そ
︑
自
社
の
将
来

を
担
う
優
秀
な
人
材
を
確
保

し
て
い
く
た
め
に
は
必
要
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂

（
同
）

（
取
材
協
力
）
富
士
運
輸
㈱  

阿
部
悦
雄
代
表
取
締
役
社
長

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
の
是
正
と
処
遇
改
善
︑
労

働
条
件
の
改
善
等
を
目
指
す
た
め
に
︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
働
き
方
改
革
実
現
に
向
け
た
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂（
平
成
30
年
３
月
）
を
取
り
ま

と
め
︑
同
プ
ラ
ン
を
推
進
し
て
い
ま
す
︒
罰
則
付

き
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用
が
開
始
さ
れ

る
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
に
時
間
外
労
働
年

９
６
０
時
間
超
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
発
生

す
る
事
業
者
の
割
合
を
﹁
ゼ
ロ
﹂
と
す
る
た
め
に

は
︑
業
界
を
挙
げ
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
へ
の

力
強
い
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
本
企
画
で
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
︑
働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け

て
運
送
事
業
者
が
推
進
す
べ
き
４
つ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
︑
各
内
容
に
取
り
組
ん
で
い
る
運
送
事

業
者
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

　

今
回
は
後
編
と
し
て
︑﹁
人
材
の
確
保
・
育
成
﹂

と
﹁
運
送
事
業
者
の
経
営
改
善
﹂に
取
り
組
ん
で

い
る
運
送
事
業
者
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
︒

わ
が
社
に
お
け
る「
働
き
方
改
革
」へ
の
取
り
組
み（
後
編
）

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の「
働
き
方
改
革
」実
現
に
向
け
て

令和２年新春特集
「
人
材
の
確
保
・
育
成
（
ド
ラ
イ
バ
ー
の
処
遇
改
善
）」

人
材
獲
得
・
確
保
に
不
可
欠
な
「
労
働
環
境
」
と
「
処
遇
」
の
改
善

貢
献
し
て
く
れ
る
従
業
員
に
報
い
る
た
め

様
々
な
施
策
を
展
開

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
平
均
年
齢
は
年
々

上
昇
し
て
お
り
、
中
高
年
層
の
労
働
力
へ
の
依

存
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
運
送
事
業
者
の
事

業
継
続
・
発
展
に
は
、﹁
長
時
間
労
働
、
低

賃
金
﹂
と
い
わ
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件

を
改
善
さ
せ
る
と
と
も
に
、
働
き
や
す
い
会
社

に
し
て
い
く
こ
と
で
会
社
の
魅
力
度
を
高
め
、

若
年
層
を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
労
働
者
を

呼
び
込
む
対
策
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
﹁
人
材
の

確
保
・
育
成
﹂
で
は
、
従
業
員
獲
得
に
向
け

た
様
々
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境
や
処
遇
の
改
善
も
進

め
て
い
る
、
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
の
富
士

運
輸
㈱
（
阿
部
悦
雄
代
表
取
締
役
社
長
）
の

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

未
経
験
求
職
者
の
心
に
刺
さ
る
「
求
人
票
」

地
元
専
門
学
校
と
連
携
し
て
若
手
従
業
員
を
獲
得

富
士
運
輸
㈱
（
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
）

阿部　悦雄
代表取締役社長

富士運輸㈱
［阿部 悦雄　代表取締役社長］

所在地� 山口県山陽小野田市新沖 3-1-13
資本金� 1,000 万円
設　立� 昭和 39 年 7月27日
従業員数� 80 人（うちドライバー62 人）
車両数� 110 台

ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め
、毎
月
13
日
に

行
っ
て
い
る
﹁
月
例
朝
礼
﹂

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
で
離
職
を
防
止
　

「
報
奨
制
度
」
導
入
で
働
き
や
す
い
職
場
環
境
に

収
支
構
造
改
善
を
機
に
新
手
当
を
導
入
　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
向
上
に
繋
げ
る

同社がハローワークに提出してい
る求人票。業界未経験の求職者にも
分かりやすいように、「事業内容」や

「会社の特長」、「仕事の内容」を詳
細に記載するようにしている （編集部注） ここで示した求人票は、同社が昨年ハローワークに提出したものです

（今年1月6日から、求人票の様式が変更になりました。詳細3面）
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㈱
ハ
ン
ナ
の
歴
史
は
︑
下

村
社
長
の
父
親
に
よ
っ
て
昭

和
50
年
に
開
業
し
た
㈲
下
村

運
輸
に
端
を
発
す
る
︒

　

創
業
者
で
あ
る
下
村
社
長

の
父
親
は
︑﹁
お
客
様
の
反

応
が
見
ら
れ
る
仕
事
を
し
よ

う
﹂
を
モ
ッ
ト
ー
に
︑
輸
送

サ
ー
ビ
ス
を
磨
き
上
げ
て
い

っ
た
︒
そ
の
後
︑
同
社
の
経

営
は
２
代
目
社
長
に
引
き
継

が
れ
た
が
︑
平
成
２
年
に
施

行
さ
れ
た
物
流
二
法
（
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法
︑
貨
物

運
送
取
扱
事
業
法
）
に
よ
っ

て
新
規
参
入
事
業
者
が
急
増

す
る
と
と
も
に
︑
事
業
者
間

の
競
争
が
激
化
︒
そ
の
結
果
︑

同
社
の
経
営
は
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

そ
う
し
た
中
で
︑
下
村
社

長
は
18
年
に
同
社
の
３
代
目

社
長
に
就
任
し
た
が
︑
こ
れ

ま
で
同
社
の
経
営
に
ノ
ー
タ

ッ
チ
だ
っ
た
下
村
社
長
が
抜

擢
さ
れ
た
の
は
︑
会
社
を
守

る
た
め
に
奮
闘
す
る
父
親
を

近
く
で
見
て
き
た
下
村
社
長

に
よ
っ
て
﹁
創
業
の
原
点
に

戻
る
﹂
と
い
う
意
味
合
い
が

強
か
っ
た
と
い
う
︒

　

さ
て
︑
運
送
事
業
者
間
の

競
争
が
激
化
し
て
い
く
中

で
︑
荷
主
か
ら
は
﹁
多
様
で

高
度
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
﹂
と

﹁
同
業
他
社
と
の
差
別
化
﹂

が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
︑
多
く
の
運
送
事
業
者
は

輸
送
の
他
に
様
々
な
附
帯
業

務
も
手
が
け
て
い
く
こ
と
で

荷
主
か
ら
の
信
頼
を
得
て
き

た
︒
し
か
し
︑
附
帯
業
務
の

増
加
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と

っ
て
は
拘
束
時
間
や
労
働
時

間
の
増
加
に
繋
が
る
︒
ま
た
︑

荷
主
先
で
の
業
務
に
追
わ
れ

る
た
め
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
業

務
終
了
時
間
が
読
み
づ
ら
く

な
る
こ
と
で
︑
運
行
計
画
の

精
度
が
落
ち
て
く
る
︒
さ
ら

に
︑
附
帯
業
務
増
加
に
伴
う

料
金
の
適
正
な
収
受
が
難
し

か
っ
た
状
況
の
中
で
は
︑
運

　

業
務
改
革
と
輸
送
効
率
化

を
確
実
に
実
行
し
て
い
く
た

め
に
︑
ま
ず
同
社
で
進
め
た

の
は﹁
従
業
員
の
意
識
改
革
﹂

で
あ
っ
た
︒
下
村
社
長
は
︑

﹁
経
営
者
と
し
て
人
生
を
賭

け
て
こ
の
会
社
を
よ
り
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
﹂
と
の
強

い
思
い
か
ら
︑
社
員
教
育
を

強
化
︒
特
に
︑﹁
５
Ｓ
（
整
理

・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
し

つ
け
）﹂
を
重
視
し
な
が
ら

教
育
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
当
社
で
は
担
当
車
制
を

採
っ
て
い
な
い
た
め
︑
１
台
の

車
に
い
ろ
い
ろ
な
ド
ラ
イ
バ

ー
が
乗
務
し
ま
す
︒
５
Ｓ
を

守
ら
な
い
よ
う
な
ド
ラ
イ
バ

ー
が
１
人
で
も
い
れ
ば
︑
同

じ
車
両
に
乗
務
す
る
他
の
ド

ラ
イ
バ
ー
は
気
持
ち
よ
く
乗

務
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︒

荷
主
に
対
す
る
接
遇
力
向
上

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
︑
従
業

員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
と

い
う
意
味
で
も
︑
５
Ｓ
の
徹

底
は
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

送
事
業
者
の
経
営
面
に
お
い

て
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与

え
る
こ
と
と
な
る
︒

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す

る
た
め
に
︑
下
村
社
長
は
自

社
の
業
務
改
革
を
推
し
進
め

る
と
と
も
に
︑
運
行
管
理
の

見
直
し
に
よ
る
輸
送
効
率
化

に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
の
で
あ

る
︒

　
﹁
経
営
者
の
み
な
ら
ず
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が

仕
事
に
対
す
る
採
算
性
を
意

識
し
︑
目
標
通
り
の
利
益
を

確
保
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
︑
会
社
は
事
業
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

当
社
が
継
続
的
か
つ
発
展
的

企
業
運
営
を
行
っ
て
い
く
た

め
に
は
︑
こ
れ
ま
で
の
仕
事

の
や
り
方
を
変
え
︑﹃
業
務

改
革
﹄
と
﹃
輸
送
効
率
化
﹄

を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
し
た
﹂（
下

村
社
長
）

す
﹂（
同
）

　

ま
た
︑
従
業
員
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
資
す
る
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
る
︒
同

社
で
は
︑
新
入
社
員
が
入
社

し
た
際
に
︑
社
員
個
人
の
た

め
の
入
社
以
降
10
年
間
の
計

画
書
を
作
っ
て
い
る
︒
計
画

書
で
は
︑
経
験
を
積
ん
で
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
で
︑
地
場
輸
送
の
小

型
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
高
収
入
が

得
ら
れ
る
長
距
離
運
行
の
大

型
ト
ラ
ッ
ク
に
シ
フ
ト
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
︑そ
し
て﹁
結
婚
﹂

﹁
子
ど
も
の
誕
生
﹂﹁
子
ど

も
の
成
長
に
伴
い
教
育
資
金

が
必
要
に
な
る
﹂
な
ど
と
い

っ
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
も
記
載
︒

望
ま
し
い
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を

提
示
す
る
こ
と
で
︑
新
入
社

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

に
繋
げ
て
い
る
︒
一
方
で
︑

会
社
に
と
っ
て
は
︑﹁
こ
れ
だ

け
の
給
与
ア
ッ
プ
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
は
︑
ど
の
よ
う

に
仕
事
に
向
き
合
え
ば
い
い

の
か
﹂
と
い
う
意
識
を
新
入

会
社
の
収
入
を
安
定
化
さ
せ

る
ほ
か
︑
輸
送
量
の
多
寡
に

伴
う
ド
ラ
イ
バ
ー
の
手
取
り

額
の
変
動
が
出
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
︑
ひ
い
て
は
ド
ラ

イ
バ
ー
の
生
活
安
定
に
繋
げ

る
た
め
の
施
策
で
あ
る
︒

　

一
方
で
︑
近
年
加
速
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
へ
の

対
策
も
怠
ら
な
い
︒
同
社
で

は
低
温
輸
送
に
偏
ら
ず
に
︑

小
型
車
や
大
型
車
な
ど
様
々

な
タ
イ
プ
の
車
を
保
有
し
︑

﹁
従
業
員
の
年
齢
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
仕
事

づ
く
り
﹂を
心
が
け
て
い
る
︒

主
名
︑
運
賃
等
を
入
力
す
る

と
︑
自
動
で
採
算
管
理
表
や

運
行
計
画
が
作
成
さ
れ
る
︒

運
行
当
日
︑
運
行
管
理
者
が

確
認
す
る
モ
ニ
タ
ー
に
は
︑

各
ド
ラ
イ
バ
ー
の
出
勤
時
刻

や
出
庫
時
刻
︑
帰
庫
時
刻
︑

退
社
時
刻
な
ど
と
い
っ
た
︑

採
算
面
も
踏
ま
え
た
上
で
作

成
さ
れ
た
運
行
計
画
が
表
示

さ
れ
︑
運
行
状
況
に
応
じ
て

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
ド
ラ
イ
バ

ー
の
動
き
を
管
理
す
る
こ
と

が
で
き
る
（
写
真
㊤
）︒
帰

庫
時
刻
や
退
社
時
刻
が
予
定

よ
り
も
超
過
し
た
ド
ラ
イ
バ

ー
が
い
る
場
合
︑
モ
ニ
タ
ー

上
に
は
超
過
時
間
が
赤
く
表

示
さ
れ
る
︒
運
行
管
理
者
は

終
業
点
呼
の
際
に
︑
当
該
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
超
過
し

た
理
由
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
︒
な
お
︑

蓄
積
さ
れ
た
運
行
情
報
は
車

両
ご
と
︑ド
ラ
イ
バ
ー
ご
と
︑

荷
主
ご
と
に
抽
出
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
︒
帰
庫
時
刻

や
退
社
時
刻
が
超
過
す
る
こ

と
の
多
い
荷
主
に
対
し
て
は
︑

そ
の
理
由
を
取
り
ま
と
め
た

上
で
︑
荷
主
に
対
し
て
作
業

時
間
削
減
に
向
け
た
改
善
提

案
や
運
賃
・
料
金
ア
ッ
プ
へ

の
交
渉
を
行
い
︑
改
善
に
繋

げ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
２
年
ほ
ど
前
に
導

入
し
た
ク
ラ
ウ
ド
型
動
態
管

理
シ
ス
テ
ム
は
︑
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
下
で
あ
れ
ば
ど

こ
で
も
車
両
状
態
の
確
認
が

可
能
で
︑
デ
ジ
タ
コ
で
取
得

さ
れ
た
走
行
時
異
常
デ
ー
タ

を
集
計
・
分
析
す
る
こ
と
も

で
き
る
︒
同
社
で
は
︑
同
シ

ス
テ
ム
で
取
得
し
た
デ
ジ
タ

コ
の
情
報
を
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

実
績
デ
ー
タ
と
し
て
集
計

し
︑
燃
費
向
上
に
よ
る
経
費

削
減
に
繋
げ
て
い
る
ほ
か
︑

取
得
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
安

全
運
転
評
価
を
行
う
こ
と

で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
意

識
向
上
に
繋
げ
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
昨
年
に
は
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
車
両
位
置
情
報

や
実
車
・
空
車
の
判
別
︑
ま

た
運
行
軌
跡
の
確
認
が
可
能

な
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム
も
導

入
し
て
い
る
︒
こ
の
シ
ス
テ
ム

の
特
長
は
︑
運
行
中
の
車
両

が
危
険
挙
動
を
行
っ
た
際
に
︑

そ
の
発
生
情
報
や
ド
ラ
レ
コ

の
映
像
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
）
を
通
じ
て
同
社
の
管
理

職
に
発
信
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
（
写
真
㊧
）︒
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ

た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で
も
情

報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
︑
管
理
者
が
通
常
と

は
異
な
る
車
の
挙
動
を
早
期

に
覚
知
で
き
る
効
果
が
あ
る
︒

　

同
シ
ス
テ
ム
導
入
後
︑
同

社
の
20
代
の
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
が
運
転
す
る
車
両
が
直
線

道
路
を
走
行
中
︑
脇
道
か
ら

男
性
が
運
転
す
る
車
が
突
っ

込
ん
で
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
︒

同
社
の
車
両
を
運
転
し
て
い

た
の
が
女
性
だ
と
分
か
る

と
︑
相
手
の
男
性
は
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
強
い
態

度
で
出
て
き
た
︒
そ
の
様
子

を
同
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
察

知
し
た
営
業
所
長
が
現
場
に

急
行
し
︑
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

を
助
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
︑

車
両
の
異
常
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
把
握
で
き
る
同
シ
ス
テ

ム
が
な
け
れ
ば
大
変
な
こ
と

に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
︒

　
﹁
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
通
じ

て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
稼
働
状
況

や
ト
ラ
ッ
ク
運
行
状
況
を

﹃
見
え
る
化
﹄し
た
こ
と
で
︑

よ
り
効
率
的
な
運
行
管
理
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

ま
た
︑
労
務
管
理
や
社
員
教

育
︑
荷
主
へ
の
営
業
に
も
活

用
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

一
方
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
て
は
業
務
時
間
報
告
書

に
手
書
き
で
記
入
さ
せ
︑
運

行
管
理
者
に
提
出
さ
せ
て
い

る
︒
こ
れ
は
︑
休
憩
時
間
や

待
機
時
間
な
ど
の
区
別
が
あ

い
ま
い
に
な
り
が
ち
な
ド
ラ

イ
バ
ー
本
人
が
︑
あ
え
て
手

書
き
で
業
務
時
間
報
告
書
に

記
入
す
る
こ
と
で
︑
時
間
に

対
す
る
認
識
を
明
確
化
さ
せ

る
と
い
う
狙
い
が
あ
る
︒
ド

ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
時
間
の

使
い
方
を
意
識
さ
せ
る
こ
と

で
︑
仕
事
の
効
率
ア
ッ
プ
も

実
現
で
き
る
の
で
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
Ｉ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
の
活
用
を
は
じ
め
︑
様

々
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
業

務
改
革
を
続
け
る
同
社
︒
最

後
に
︑
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
活

用
を
通
じ
た
業
務
改
善
推
進

の
必
要
性
に
つ
い
て
︑
下
村

社
長
に
聞
い
た
︒

　
﹁
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
は
︑
規

模
の
大
き
な
運
送
会
社
だ
け

の
も
の
で
は
決
し
て
あ
り
ま

せ
ん
︒
中
小
運
送
事
業
者
の

場
合
︑﹃
経
営
ト
ッ
プ
の
意
識

さ
え
変
え
れ
ば
﹄
会
社
全
体

と
し
て
活
か
す
こ
と
が
で
き
︑

大
き
な
業
務
改
善
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
︒
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
通
じ
て
改
善
に

繋
げ
て
い
く
こ
と
で
︑
同
業

他
社
と
の
差
別
化
に
直
結
す

る
﹃
輸
送
品
質
向
上
﹄
を
実

現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
な
ど
︑
最
先
端
技
術
が

進
化
し
つ
つ
あ
る
中
︑
Ｉ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
を
活
用
で
き
て
い

る
事
業
者
と
そ
う
で
な
い
事

業
者
と
の
差
は
︑
今
後
ま
す

ま
す
広
が
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈱
ハ
ン
ナ　

下

村
由
加
里
代
表
取
締
役
、
長

谷
川
佐
恵
総
務
部
部
長
代
理

社
員
に
植
え
付
け
る
こ
と
で
︑

日
頃
か
ら
採
算
性
を
意
識
し

た
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
副
次
効
果
も
期
待

で
き
る
︒

　

さ
ら
に
︑
同
社
で
は
経
営

安
定
化
へ
の
取
り
組
み
も
進

め
た
︒
定
温
輸
送
事
業
の
割

合
を
高
め
︑
冷
蔵
・
冷
凍
・

加
温
機
搭
載
車
両
を
多
数
導

入
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
荷

主
企
業
か
ら
の
定
温
配
送
の

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
応
え
る

と
と
も
に
︑
一
定
量
の
輸
送

が
見
込
め
る
生
活
密
着
品
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
で
︑

　

さ
て
︑
さ
ら
な
る
業
務
改

善
と
運
行
管
理
の
見
直
し
を

図
る
た
め
︑
同
社
で
は
Ｉ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
踏
み
切

っ
た
︒

　

同
社
で
は
19
年
に
︑
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
１
認
証
を
取
得
し

て
い
る
︒
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

に
基
づ
く
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
際
し

て
は
︑
適
切
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重

要
業
績
評
価
指
標
）
を
設
定

し
︑
数
値
と
い
う
見
え
る
形

で
達
成
状
況
を
定
点
観
測
し

な
が
ら
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
︒
そ

の
た
め
︑
同
社
で
も
23
年
か

ら
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
と

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
導

入
を
進
め
て
い
た
︒
そ
の
矢

先
︑
同
年
に
同
社
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
死
亡
事
故
を
惹
起
し

た
︒
当
時
は
デ
ジ
タ
コ
・
ド

ラ
レ
コ
の
全
車
両
へ
の
搭
載

が
ま
だ
完
了
し
て
お
ら
ず
︑

事
故
惹
起
車
両
も
ド
ラ
レ
コ

未
搭
載
だ
っ
た
︒そ
の
た
め
︑

下
村
社
長
は
全
車
へ
の
デ
ジ

タ
コ
・
ド
ラ
レ
コ
搭
載
を
推

し
進
め
︑
同
年
12
月
に
全
車

両
に
搭
載
し
た
︒

　

そ
の
後
︑
同
社
で
は
本
格

的
に
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
着
手
︒
新
し
い
ツ
ー
ル
の

導
入
な
ど
を
進
め
︑
充
実
化

を
図
っ
て
い
っ
た
︒

　

ま
ず
︑
７
年
ほ
ど
前
に
基

幹
系
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
Ｓ
（
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ 

Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ 

Ｓ
Ｙ
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｍ
）﹂
を
自
社
開
発
し

た
︒
同
シ
ス
テ
ム
で
は
︑
各

車
両
の
運
行
情
報
を
集
約

し
︑
車
両
ご
と
の
収
支
結
果

や
時
間
管
理
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
確
認
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
︒﹁
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
﹂

を
使
用
し
た
配
車
管
理
で

は
︑
出
発
地
と
到
着
地
︑
荷

㈱ハンナ
［下村 由加里　代表取締役］

所在地� 奈良県奈良市北永井町 372
資本金� 1,000 万円
設　立� 昭和 55 年 10月23日
従業員数� 112 人（うちドライバー97 人）
車両数� 105 台

下村　由加里
代表取締役

「HANTOS」作成の
運行計画による予定時刻

実際の時刻
実際の帰庫時刻や退社時刻が予定よりも超過した

場合には赤文字で超過時間が表示される

基幹系システム「HANTOS」モニター上の表示

（一部のみ抜粋）

急
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
危
険
挙
動
を
検
知
す
る
と
、
発
生
情
報
や
ド
ラ
レ
コ
映
像

が
即
座
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
で
送
信
さ
れ
る

出勤時間 出勤時刻帰庫予定 出庫時刻 帰庫時刻 退社時刻 超過時間
予定

拘束時間

「
運
送
事
業
者
の
経
営
改
善（
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
運
行
管
理
の
効
率
化
）」

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
導
入
で
仕
事
を
「
見
え
る
化
」

中
小
規
模
事
業
者
で
こ
そ
大
き
い

「
業
務
改
善
効
果
」
と
他
社
と
の
「
差
別
化
」

　

運
行
管
理
は
︑
運
送
事
業
者
に
と
っ
て
基

幹
的
な
業
務
で
あ
り
︑
運
行
の
安
全
性
や
業

務
の
生
産
性
︑
収
益
性
を
大
き
く
左
右
し
ま

す
︒
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
効
果
的
に
活
用
し
︑

運
行
管
理
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
で
︑
安
全

運
行
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
︑
運
行
管
理
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時

間
削
減
に
も
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
﹁
運
送

事
業
者
の
経
営
改
善
﹂
で
は
︑
３
代
目
社
長

と
し
て
自
社
の
業
務
改
革
に
奔
走
す
る
と
と

も
に
︑
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
機
能
の
充

実
化
を
進
め
︑
経
営
管
理
強
化
を
実
現
さ
せ

て
い
る
︑
奈
良
県
奈
良
市
の
㈱
ハ
ン
ナ
（
下

村
由
加
里
代
表
取
締
役
）
の
事
例
を
紹
介
し

ま
す
︒

「
物
流
二
法
」
に
よ
り
競
争
が
激
化
　

「
業
務
改
革
」「
輸
送
効
率
化
」
に
よ
り
発
展
目
指
す

㈱
ハ
ン
ナ
（
奈
良
県
奈
良
市
）

社
員
教
育
を
通
じ
従
業
員
の
意
識
改
革
を
促
す
　

意
欲
向
上
に
繋
が
る
「
10
年
間
の
計
画
書
」

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
を
自
社
で
開
発

ク
ラ
ウ
ド
管
理
に
よ
り
情
報
の
精
度
が
向
上
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㈱
荒
木
運
輸
（
荒
木
一
義

代
表
取
締
役
）
は
︑
関
東
地

方
へ
の
大
型
ウ
イ
ン
グ
車
に

よ
る
ア
ル
ミ
や
紙
︑
セ
メ
ン

ト
な
ど
の
輸
送
と
︑
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
輸
送
や
産
業
廃
棄

物
収
集
な
ど
の
地
場
輸
送
を

手
が
け
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
に
お
け
る
交

通
事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み

の
中
で
︑
最
も
大
事
に
し
て

い
る
の
は
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の

自
主
性
﹂
で
あ
る
と
い
う
︒

　

同
社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑

輸
送
形
態
に
よ
っ
て
６
つ
の
班

に
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る（
長

距
離
輸
送
４
班
︑
地
場
輸
送

２
班
）︒
１
つ
の
班
は
８
人
ほ

ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で
構
成
し

て
い
る
︒

　

定
期
的
に
行
わ
れ
る
﹁
班

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹂
で
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
が
事
故
防
止
に
向

け
た
ア
イ
デ
ア
を
自
発
的
に

提
案
す
る
︒
メ
ン
バ
ー
か
ら

上
が
っ
て
き
た
提
案
に
対
し

て
は
︑
チ
ー
ム
と
し
て
︑
班

の
み
ん
な
で
実
現
に
向
け
て

協
力
し
合
う
︒
会
社
か
ら
言

わ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
受
動

的
に
取
り
組
む
の
と
は
違
い
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
が
自
ら
率

先
し
て
動
く
こ
と
で
︑
そ
の

取
り
組
み
の
意
味
や
大
切
さ

が
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
る
︒

﹁
自
分
た
ち
の
こ
と
﹂
と
し

て
事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み

を
主
体
的
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
︑
そ
の
実
効
性

は
段
違
い
で
あ
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
︒

　

こ
こ
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
提
案
か
ら
実
現
し
た
取
り

組
み
を
挙
げ
て
み
よ
う
︒

　

近
年
︑
悪
質
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
﹁
あ
お
り
運
転
﹂
が

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
︒
法
定
速
度
を
遵
守
し

て
走
行
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク

に
対
す
る
他
車
か
ら
の
あ
お

り
行
為
は
少
な
く
な
く
︑
同

社
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て

も
あ
お
り
運
転
へ
の
対
応
は

大
き
な
悩
み
と
な
っ
て
い
た
︒

　

そ
こ
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
ウ

イ
ン
グ
ボ
デ
ィ
の
後
ド
ア
の
︑

後
続
車
か
ら
よ
く
見
え
る
位

置
に
︑﹁
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
搭
載
車　

前
後
録
画
中
﹂

と
記
載
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
付
す
る
こ
と
を
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
が
提
案
し
た
︒
ス
テ
ッ

カ
ー
の
基
本
的
な
デ
ザ
イ
ン

も
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
が
話
し

合
っ
て
検
討
し
︑
後
続
車
の

ラ
イ
ト
に
反
射
す
る
黄
色
を

バ
ッ
ク
に
︑﹁
前
後
録
画
中
﹂

の
文
字
を
赤
色
で
目
立
た
せ

る
よ
う
に
し
︑
後
続
車
へ
の

注
意
喚
起
を
図
っ
た
︒
ス
テ

ッ
カ
ー
の
効
果
は
大
き
く
︑

あ
お
り
運
転
の
被
害
が
少
な

く
な
っ
た
ほ
か
︑﹁
気
持
ち
が

楽
に
な
っ
た
﹂﹁
落
ち
着
い
て

運
転
で
き
る
﹂
な
ど
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
の
評
価
も
高
い
︒

　

ま
た
︑
同
社
の
本
社
営
業

所
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
車
庫
で
は
︑
夜
間
は

暗
く
な
る
こ
と
か
ら
︑
部
外

者
の
侵
入
や
盗
難
な
ど
が
心

配
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
︒

そ
こ
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら

の
要
望
を
受
け
︑
車
庫
の
入

り
口
に
目
立
つ
よ
う
に
﹁
防

犯
カ
メ
ラ
作
動
中
﹂
と
書
か

れ
た
の
ぼ
り
旗
を
設
置
︒
夜

間
で
も
安
心
し
て
車
庫
で
の

作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
︒

　
﹁
班
活
動
は
︑
10
年
ほ
ど

前
か
ら
始
め
︑
発
表
は
３
年

　

安
全
輸
送
の
実
現
を
図
る

た
め
に
︑
各
運
送
会
社
で
は

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
安
全
教
育

が
展
開
さ
れ
て
い
る
︒
同
社

に
お
い
て
も
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
が
︑

一
般
的
な
運
送
会
社
と
異
な

る
の
は
﹁
社
会
人
と
し
て
の

マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
﹂
を
重
視

し
た
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
︒

　

先
述
の
通
り
︑
同
社
で
は

て
い
ま
す
﹂（
荒
木
社
長
）

　

同
社
で
は
︑
夏
と
冬
の
年

２
回
﹁
全
体
安
全
会
議
﹂
を

開
催
し
て
い
る
︒
12
月
に
行

わ
れ
る
冬
の
全
体
会
議
で
は
︑

１
年
間
の
総
括
を
行
っ
た
上

で
︑
班
ご
と
に
翌
年
１
年
間

の
安
全
に
関
す
る
目
標
を
決

め
る
︒
各
班
の
メ
ン
バ
ー
は

目
標
実
現
を
目
指
し
て
︑
年

間
を
通
じ
て
取
り
組
む
︒

10
年
ほ
ど
前
か
ら
班
組
織
を

導
入
し
て
い
る
が
︑
そ
れ
は

荒
木
社
長
の
﹁
安
全
は
自
分

た
ち
が
考
え
る
﹂
と
い
う
考

え
か
ら
踏
み
切
っ
た
も
の
で

あ
る
︒﹁
社
会
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
や
モ
ラ
ル
を
守
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
︑
道
路
交
通
の

上
で
の
ル
ー
ル
と
な
る
﹃
安

全
運
転
﹄
も
自
ず
か
ら
守
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
﹂
と

の
考
え
か
ら
︑
モ
ラ
ル
を
中

は
必
要
不
可
欠
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
︒
定
期
的

に
面
談
を
行
い
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
悩
み
に
対
し
て
直
接
向

き
合
う
こ
と
で
︑
社
内
に
潜

む
問
題
の
早
期
発
見
・
解
決

に
も
繋
が
り
ま
す
︒
班
行
動

や
個
別
面
談
な
ど
を
通
じ
て

社
内
の
風
通
し
を
良
く
し
て

い
く
と
と
も
に
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
が
自
発
的
に
取
り
組
む
こ

と
の
で
き
る
環
境
を
整
備
し

て
い
く
︒﹃
き
っ
と
他
の
誰
か

が
改
善
し
て
く
れ
る
﹄
と
思

わ
せ
る
の
で
は
な
く
︑﹃
自
分

た
ち
の
こ
と
﹄
と
し
て
ド
ラ

イ
バ
ー
自
身
が
事
故
防
止
に

自
発
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
︑

仕
事
へ
の
責
任
感
も
強
く
な

る
の
で
す
﹂（
同
）

た
︒
そ
の
た
め
︑
同
社
の
ド

ラ
イ
バ
ー
が
﹁
法
定
速
度
遵

守
が
難
し
い
﹂
と
荒
木
社
長

に
訴
え
て
き
た
︒
そ
れ
を
受

け
て
荒
木
社
長
は
︑﹁
事
故

防
止
の
観
点
か
ら
︑
法
定
速

度
を
遵
守
で
き
る
よ
う
に
し

て
も
ら
い
た
い
﹂
と
プ
ラ
ン

ト
に
対
し
て
要
望
︒
そ
の
結

果
︑
現
在
で
は
す
べ
て
の
車

が
プ
ラ
ン
ト
敷
地
内
で
も
法

定
速
度
を
遵
守
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
た
と
え
﹁
車

の
ミ
ラ
ー
を
割
っ
た
﹂
な
ど

の
軽
微
な
も
の
で
あ
っ
て
も
︑

同
社
で
は
事
故
と
し
て
取
り

扱
っ
て
い
る
と
い
う
︒
事
故

が
発
生
し
た
場
合
に
は
︑
同

社
で
は
す
ぐ
に
営
業
所
内
に

事
故
の
概
要
を
貼
り
出
し
て

情
報
共
有
を
行
う
と
と
も

に
︑
班
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

を
通
じ
て
﹁
同
じ
よ
う
な
事

故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
﹂
を
み

ん
な
で
検
討
し
︑
対
応
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
︒
ま
た
︑

荒
木
社
長
や
管
理
職
な
ど
が

出
席
し
て
行
わ
れ
る
﹁
事
故

対
策
委
員
会
﹂
で
も
事
故
に

つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
︑

そ
の
際
に
は
決
し
て
事
故
を

惹
起
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
を
責

め
ず
︑
発
生
し
た
事
故
に
つ

い
て
従
業
員
全
員
で
情
報
を

共
有
し
︑
従
業
員
全
員
で
対

策
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
し

て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
事
故
ゼ
ロ
の
期
間
が
長

く
続
く
と
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
か

心
に
し
た
指
導
を
展
開
し
て

い
る
と
い
う
︒

　

指
導
の
面
で
荒
木
社
長
が

大
事
に
し
て
い
る
の
は
︑﹁﹃
禁

止
﹄﹃
ダ
メ
﹄
と
い
っ
た
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
言
葉
は
使
わ
な
い
﹂

こ
と
だ
と
い
う
︒

　

昨
年
12
月
に
道
路
交
通
法

の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
︑
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
用

・
注
視
し
な
が
ら
自
動
車
の

運
転
を
行
う﹁
な
が
ら
運
転
﹂

の
罰
則
強
化
が
図
ら
れ
た
︒

当
然
︑
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
は
運
転
中
の
ス
マ
ホ
操

作
は
ご
法
度
で
あ
る
︒
し
か

し
︑
ス
マ
ホ
操
作
に
限
ら
ず
︑

ど
れ
も
こ
れ
も
頭
ご
な
し
に

﹁
禁
止
﹂﹁
ダ
メ
﹂
と
否
定

さ
れ
る
と
︑
注
意
さ
れ
る
側

は
不
快
感
を
抱
き
︑
場
合
に

よ
っ
て
は
決
め
ら
れ
た
ル
ー

ル
に
反
発
し
て
し
ま
い
︑
そ

の
こ
と
が
引
き
金
と
な
っ
て

悲
惨
な
事
故
を
誘
発
し
か
ね

な
い
︒
そ
こ
で
︑﹁
ス
マ
ホ
操

作
は
車
両
を
停
車
さ
せ
て
か

ら
﹂
と
言
葉
を
変
え
て
指
導

を
行
い
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
反

発
心
を
抑
え
る
こ
と
で
︑
マ

ナ
ー
や
モ
ラ
ル
︑
そ
し
て
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
に
繋
げ
て

い
る
︒

　

ま
た
︑指
導
に
際
し
て
は
︑

﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
ル

ー
ル
遵
守
を
強
く
求
め
る
ば

か
り
で
は
な
く
︑
決
め
ら
れ

た
ル
ー
ル
を
守
れ
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
も
必
要
﹂
と
︑

荒
木
社
長
は
語
る
︒
例
え
ば
︑

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト

敷
地
内
で
は
︑
同
社
の
ト
ラ

ッ
ク
は
一
般
道
を
走
行
す
る

場
合
と
同
様
に
法
定
速
度
を

遵
守
し
て
走
行
し
て
い
る
が
︑

他
社
の
ト
ラ
ッ
ク
の
中
に
は

ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
も
い

ら
緊
張
感
が
失
わ
れ
て
し
ま

う
た
め
︑
そ
の
結
果
大
き
な

事
故
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
︒
小
さ
く
て

も
事
故
と
し
て
取
り
上
げ
た

方
が
︑﹃
決
し
て
同
じ
よ
う

な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
﹄
と

い
う
ド
ラ
イ
バ
ー
の
緊
張
感

に
繋
が
り
ま
す
︒
些
細
な
事

故
で
も
社
内
で
す
べ
て
共
有

し
︑
従
業
員
全
員
で
カ
バ
ー

し
て
確
実
に
﹃
事
故
の
芽
﹄

を
摘
み
︑
安
全
意
識
を
高
い

レ
ベ
ル
で
維
持
し
な
が
ら
日

々
乗
務
を
続
け
て
い
く
こ
と

で
︑
重
大
事
故
撲
滅
に
繋
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
従
業

員
一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
意

識
を
も
ち
︑
自
発
的
に
事
故

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
で
︑
実
効
性
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
︒
実
効
性
の

高
い
事
故
防
止
へ
の
取
り
組

み
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
意

識
は
一
層
高
ま
り
ま
す
︒
そ

れ
と
と
も
に
︑
会
社
と
し
て

も
︑
よ
り
安
全
性
の
高
い
会

社
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈱
荒
木
運
輸

　

荒
木
一
義
代
表
取
締
役

﹁
同
じ
よ
う
な
事
故
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
﹂
た
め

ど
ん
な
に
些
細
な
事
故
で
も
情
報
を
共
有

ド
ラ
レ
コ
の
映
像
を
定
期
的
に
分
析

不
安
全
運
転
操
作
へ
の
気
付
き
を
促
す

前
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
︒﹃
会

社
か
ら
言
わ
れ
て
取
り
組

む
﹄
の
で
は
な
く
︑
そ
れ
ぞ

れ
の
班
が
能
動
的
に
事
故
防

止
に
取
り
組
む
よ
う
に
体
制

を
変
え
た
こ
と
で
︑
各
班
の

得
意
分
野
を
生
か
し
た
様
々

な
提
案
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
と
と
も
に
︑
自
主
的

に
事
故
防
止
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
ド
ラ
イ

バ
ー
の
安
全
意
識
も
高
ま
っ

企業プロフィール
■ 社　　　名 ㈱荒木運輸
■ 本社所在地 富山県射水市松木335
■ 代　表　者 代表取締役　荒木　一義  
■ 設　　　立　 昭和55年10月9日
■ 資　本　金 3,000万円
■ 社　員　数 70人（うちドライバー65人）
■ 車　両　数 65台

　

そ
し
て
︑
全
体
安
全
会
議

が
終
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
︑

同
社
で
は
全
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
個
別
面
談
を
行
っ
て
い
る
︒

こ
れ
は
︑
創
業
者
で
あ
る
荒

木
輝
夫
氏
か
ら
同
社
の
経
営

を
引
き
継
い
だ
荒
木
社
長
が

社
長
就
任
直
後
か
ら
行
っ
て

い
る
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

と
直
接
話
し
合
う
こ
と
で
相

互
理
解
を
深
め
る
た
め
の
取

り
組
み
で
あ
る
︒
こ
う
し
た

場
に
お
い
て
も
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
か
ら
様
々
な
要
望
や
提
案

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
思
い
を
直

接
聞
き
︑
そ
れ
に
応
え
る
べ

く
社
長
が
自
ら
積
極
的
に
動

い
て
い
く
こ
と
が
︑
会
社
を

よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
に

の
形
で
ま
と
め
︑
当
該
ド
ラ

イ
バ
ー
に
確
認
し
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

自
分
の
日
頃
の
運
転
操
作

が
示
さ
れ
る
こ
と
で
︑
重
大

な
事
故
に
繋
が
る
よ
う
な
不

安
全
運
転
操
作
や
乗
務
中
に

お
け
る
車
内
マ
ナ
ー
の
改
善

へ
の
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
る
︒
な
お
︑
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
を
確
認
し
た
後
に
は
︑

乗
務
員
コ
メ
ン
ト
を
記
載
さ

せ
る
と
と
も
に
︑
荒
木
社
長

や
管
理
職
も
記
載
内
容
を
確

認
し
︑
各
ド
ラ
イ
バ
ー
の
改

善
へ
の
取
り
組
み
を
見
守
っ
て

い
る
と
い
う
︒

　

一
方
で
︑
同
社
で
は
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
映
像
を

活
用
し
た
独
自
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
２
か
月
に
１
度
︑

乗
務
中
に
ド
ラ
レ
コ
で
撮
影

し
た
全
動
画
デ
ー
タ
を
確
認
︒

﹁
速
度
超
過
﹂﹁
一
時
停
止

違
反
や
踏
切
不
停
止
﹂﹁
交

差
点
内
で
の
黄
信
号
通
過
﹂

な
ど
と
い
っ
た
不
安
全
運
転

操
作
や
︑﹁
走
行
中
に
携
帯

電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

操
作
し
た
・
通
話
し
た
﹂
な

ど
車
内
で
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の

行
動
な
ど
を
﹁
乗
務
員
運
転

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
﹂（
写
真
㊧
）

同
社
の
車
両
が
法
定
速
度
を
守
れ
る

よ
う
に
立
て
看
板
を
設
置
し
た

「乗務員運転チェックシート」では、ドラレコの映
像に記録された不安全運転操作などが指摘される

荒木　一義
代表取締役

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒
今
回
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
本

人
の
自
主
性
を
大
事
に
し
︑
各
自
が
主
体
的
に
事
故

防
止
に
取
り
組
む
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
︑

実
効
性
の
高
い
事
故
防
止
活
動
を
実
現
し
て
い
る
︑

富
山
県
射
水
市
の
㈱
荒
木
運
輸
を
紹
介
し
ま
す
︒

12月に開催される「全体安全会議」では、１年間の総括を行った上で、班ごとに翌年１年
間の安全に関する目標を決める

あおり運転による被害抑止を図
るため、ドライバーからの提案
でステッカーを車両に貼付した

株
式
会
社
荒
木
運
輸
（
富
山
県
射
水
市
）

第
22
回

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
の
提
案
や
意
見
を
取
り
入
れ

改
善
を
加
速
さ
せ
て
﹁
事
故
の
芽
﹂
を
摘
む

「ドライバーの自主性」が会社を大きく変える
自発的な事故防止対策を積み重ねて安全輸送を実現
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東
京
ド
ー
ム
や
東
京
駅
グ
ラ
ン
ル
ー
フ
な
ど
、

国
内
外
の
大
規
模
な
膜
構
造
建
築
に
お
い
て
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る
太
陽
工
業
㈱
。
最

近
で
は
、
今
年
開
業
予
定
の
Ｊ
Ｒ
山
手
線
「
高
輪

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
」
の
膜
屋
根
も
手
掛
け
た
。
ま

た
、
太
陽
工
業
で
は
複
合
膜
構
造
建
築
の
『
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド 

フ
レ
ッ
ク
ス
』
を
開
発
。『
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド 

フ
レ
ッ
ク
ス
』
は
、
倉
庫
な
ど
物
流
施
設

の「
建
設
コ
ス
ト
の
低
減
」と「
建
設
資
材
の
節
約
」

な
ど
を
実
現
し
、
さ
ら
に
、
堅
牢
な
外
壁
や
二
重

膜
構
造
に
よ
る
「
貨
物
保
管
品
質
確
保
」
や
、
膜

　
ノ
バ
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
㈱
は
、
東

京
港
区
に
本
社
を
構
え
、
千
葉
・
埼

玉
・
仙
台
営
業
所
を
展
開
。
輸
送
品

目
は
食
品
、
医
薬
品
な
ど
で
、
従

業
員
は
約
１
０
０
人
（
う
ち
ド
ラ
イ

バ
ー
90
人
）、
車
両
は
４
ト
ン
車
を
中

　
「
営
業
所
の
移
転
に
あ
た
っ
て
、
本

社
建
築
も
担
当
し
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

と
も
に
、
健
康
増
進
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
考

慮
し
て
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
て

い
た
と
こ
ろ
に
、
太
陽
工
業
さ
ん
の

『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

フ
レ
ッ
ク
ス
』
に

出
会
い
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
に

ピ
ッ
タ
リ
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
阪

本
社
の
「
フ
レ
ッ
ク
ス 

エ
ク
ス
ペ
リ

エ
ン
ス 

セ
ン
タ
ー
」
を
見
学
し
ま
し

た
。
一
番
の
決
め
手
と
な
っ
た
の
は

天
井
の
膜
構
造
で
、
明
る
く
昼
間
の

照
明
が
不
要
な
こ
と
、
風
通
し
が
い

い
こ
と
、
ま
た
、
工
期
が
短
い
こ
と

も
大
き
な
魅
力
で
し
た
」（
同
）

　
実
は
、
同
社
の
令
和
元
年
9
月
の

事
務
所
移
転
は
、
内
外
に
告
知
し
た

時
点
で
は
、
土
地
選
定
以
外
は
白
紙

に
近
か
っ
た
。
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
建

設
需
要
が
ひ
っ
迫
す
る
中
、
計
画
段

　
「
関
係
者
一
同
の
思
い
が
詰
ま
っ

た
、
明
る
く
健
康
的
な
事
務
所
が
で

き
ま
し
た
。
披
露
会
で
も
、『
オ
シ
ャ

レ
』
と
お
褒
め
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

太
陽
工
業
の
ス
タ
ッ
フ
と
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
力
で
す
ね
」（
同
）

　
実
際
に
働
く
仙
台
営
業
所
リ
ー

ダ
ー
の
古
谷
ま
ゆ
み
さ
ん
は
、「
と
て

も
過
ご
し
や
す
く
、
２
階
の
談
話
ス

ペ
ー
ス
に
は
自
然
に
人
が
集
ま
っ
て

き
ま
す
」
と
い
う
。
ま
た
、
同
社
で

心
に
中
・
小
型
に
特
化
し
た
70
台
で

あ
る
。

　「
仙
台
営
業
所
は
、
東
北
地
方
で

の
事
業
拡
大
に
伴
う
業
務
効
率
化
を

図
る
た
め
、
岩
沼
市
へ
移
転
し
ま
し

た
。
従
業
員
の
『
健
康
』
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
約
１
０
０
０
坪
の
土
地
に

営
業
所
と
駐
車
場
を
一
体
化
し
た
設

計
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
や
す
さ

は
も
ち
ろ
ん
、
時
に
は
営
業
所
で
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
の

階
を
含
め
て
も
丸
1
年
（
施
工
5
か

月
）
と
い
う
超
短
期
で
完
成
で
き
た

の
は
、『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

フ
レ
ッ
ク

ス
』
の
な
せ
る
技
だ
ろ
う
。

　「
当
初
、
複
数
社
に
見
積
り
を
依
頼

皆
様
に
も
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
場

所
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
大

越
社
長
）

　
大
越
社
長
が
先
代
か
ら
会
社
を
引

き
継
い
だ
の
は
15
年
前
。「
お
客
様

の
た
め
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
従
業

員
を
大
切
に
」
が
、
創
業
か
ら
続
く

経
営
理
念
で
あ
り
、
こ
の
理
念
追
求

こ
そ
が
労
働
環
境
改
善
な
ど
を
常
に

追
い
求
め
て
き
た
、
ノ
バ
・
エ
キ
ス

プ
レ
ス
独
自
の
「
働
き
方
改
革
」
だ
。

今
回
の
仙
台
営
業
所
の
移
転
・
新
築

に
つ
い
て
も
、
同
社
に
と
っ
て
は
そ

の
一
環
だ
っ
た
。

屋
根
が
も
た
ら
す
「
明
る
い
屋
内
」
を
提
供
す
る

な
ど
、
構
内
作
業
の
「
作
業
環
境
向
上
」
な
ど
も

実
現
し
て
い
る
。
今
般
、
同
社
で
は
こ
の
『
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド 

フ
レ
ッ
ク
ス
』
の
性
能
を
、
倉
庫
施

設
の
み
な
ら
ず
事
務
所
等
の
居
室
空
間
建
築
に
も

応
用
。
昨
年
9
月
に
は
、
物
流
業
界
向
け
で
は
世

界
初
の
施
工
と
な
る
、
ノ
バ
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
㈱

の
仙
台
営
業
所
を
竣
工
し
た
。
そ
こ
で
、
営
業
所

新
築
に
あ
た
り
『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

フ
レ
ッ
ク
ス
』

を
導
入
し
た
、
同
社
の
大
越
み
ゆ
き
社
長
に
、
そ

の
狙
い
な
ど
を
聞
い
た
。

写真上　ノバ・エキスプレス株式会社仙台営業所は、外壁はガリバリウム鋼板、屋根は膜構造（テント構造）に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　よるもの。南に向いた事務所正面は足元から天井までほぼペアガラスで、天井の膜構造と合わせて採光
　　　　性は非常に高い。前庭は、芋煮会などのイベントスペースとしても使用される予定
写真右　2階事務所は膜構造を活かし天井まで明るく高い空間を確保
写真左　1階入ってすぐ左の多目的室にはアクアサンドバッグ。ストレス解消に一役

し
ま
し
た
が
、
こ
の
土
地
に
関
し
て
、

『
地
質
は
よ
く
な
い
』
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、『
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド 

フ
レ
ッ
ク
ス
』は
膜
屋
根
で
軽
く
、

基
本
的
に
杭
工
事
が
い
ら
な
い
工
法

で
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
も
『
必
要

な
し
』
と
い
う
結
果
で
し
た
の
で
、

大
幅
に
工
期
短
縮
と
費
用
削
減
が
実

現
で
き
ま
し
た
」（
同
）

は
今
後
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
活
か
し

て
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
募
集
説
明
会

等
に
も
活
用
す
る
意
向
だ
。

　　
「
自
然
光
を
と
り
入
れ
る
メ
リ
ッ

ト
は
、『
健
康
』
の
テ
ー
マ
に
活
か

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
限

ら
ず
、
様
々
な
需
要
が
あ
る
と
感
じ

ま
す
。
ま
た
、
私
は
、『
運
送
事
業

者
の
事
務
所
』
で
は
な
く
、『
働
く

人
の
た
め
の
事
務
所
』
を
造
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
内
外
か
ら
『
こ
の

業
界
い
い
ね
』
と
思
わ
れ
る
た
め
に

も
、『
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド 

フ
レ
ッ
ク
ス
』

の
導
入
は
、
そ
の
一
助
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
」（
同
）　

大越 みゆき 社長

膜
構
造
建
築
と
の
運
命
的
な
出
会
い

膜
屋
根
で
「
明
る
く
」
心
地
よ
い
環
境

ス
マ
ー
ト
で
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン

超
短
期
で
の
工
期
も
大
き
な
魅
力

独
自
の
「
働
き
方
改
革
」
を
推
進

健
や
か
で
活
力
あ
る
労
働
環
境
作
り

－ノバ・エキスプレス株式会社（本社：東京、仙台営業所）－

「健康」テーマに、働く人のための営業所新築
「ハイブリッド フレックス」を導入事務棟に

広  告

ほんのヒトコマ ［第56回］

「お正月に、自分はネズミで、富士山ろくの畑でナスビを盗ってたら
タカにさらわれてしまったという夢を見たんですが……」

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜一時停止編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ○（法第38条第2項）車両等は、
横断歩道等又はその手前の直前で停
止している車両等がある場合におい
て、当該停止している車両等の側方を
通過してその前方に出ようとするとき
は、その前方に出る前に一時停止し
なければならない。
❷ ×（施行令第2条第1項）赤色の点
滅信号の場合、車両は一時停止しな
ければならないが、歩行者は他の交
通に注意して進行することができる。
❸ ○（法第40条第1項）交差点やそ
の付近で緊急自動車が近づいてきた
ときには、交差点を避けて道路の左

側に寄り、一時停止しなければならな
い。
❹ ×（交通の教則第6章第1節 踏切
1-⑷）前の車に続いて通過するときで
も、一時停止をし、安全を確かめな
ければならない。
❺ ○（法第17条第2項）車両は、歩
道等に入る直前で一時停止し、かつ、
歩行者の通行を妨げないようにしな
ければならないと定められており、歩
行者がいない場合には一時停止する
必要はないという但書等はないので、
歩行者がいない場合でも一時停止す
る必要がある。
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季
節
の
ご
ち
そ
う
②
」 

日
本
海
の
幸
、越
前
が
に

　

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
い
る

と
︑
地
形
に
よ
っ
て
雪
の
多

い
少
な
い
が
極
端
な
の
に
驚

く
︒
雪
国
で
も
︑
海
岸
部
は

か
な
り
積
雪
が
少
な
い
︒

　

た
と
え
ば
福
井
県
坂
井
市

の
三
国
︒
あ
ま
り
雪
は
降
ら

ず
︑
ひ
っ
そ
り
し
た
家
並
み

に
日
本
海
の
風
が
吹
き
抜
け

て
い
く
ば
か
り
だ
︒
町
に
人

影
は
見
え
な
い
が
︑
夕
方
の

三
国
港
は
大
混
雑
︒
越
前
が

に
の
水
揚
げ
時
間
な
の
だ
︒

　

標
準
名
は
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

で
︑
京
都
や
山
陰
で
は
松
葉

が
に
と
呼
ぶ
︒
越
前
が
に
と

名
乗
れ
る
の
は
︑
福
井
県
の

三
国
︑
越
前
漁
港
︑
小
浜
︑

敦
賀
に
揚
が
っ
た
オ
ス
だ
け

だ
︒
特
に
三
国
の
か
に
は
お

い
し
い
と
言
わ
れ
︑
毎
年
︑

皇
室
に
献
上
さ
れ
て
い
る
︒

の
タ
グ
は
白
地
に
赤
色
︒
緑

の
タ
グ
が
丹
後
半
島
の
間た

い

ざ人

が
に
︑
青
の
タ
グ
は
兵
庫
県

の
津
居
山
が
に
︑
白
色
の
タ

グ
が
兵
庫
県
の
香
住
が
に
で

あ
る
︒

　

三
国
港
か
ら
出
る
漁
船
は

夜
中
に
出
港
し
︑
約
20
㌔
㍍

沖
︑
深
さ
３
０
０
㍍
前
後
で

漁
を
し
て
夕
方
帰
っ
て
く
る
︒

水
揚
げ
し
た
ら
︑
夕
闇
の
中

き
れ
い
に
分
か
れ
て
い
る
︒

口
に
入
れ
る
と
︑
ふ
っ
く
ら
︒

さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
の
に
甘

い
︒
や
が
て
︑
う
ま
味
が
湧

き
出
て
く
る
︒
染
み
出
る
の

で
は
な
く
︑湧
き
出
す
の
だ
︒

お
い
し
く
て
た
め
息
を
つ
き

な
が
ら
︑
そ
の
と
き
に
は
︑

知
ら
ず
知
ら
ず
二
本
目
の
脚

に
手
が
伸
び
て
い
る
︙
︙
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

　

越
前
が
に
は
︑
は
さ
み
の

根
元
に
黄
色
い
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
タ
グ
が
付
け
ら
れ
て
い

る
︒
ブ
ラ
ン
ド
の
証
明
書
だ
︒

越
前
が
に
は
甲
羅
の
幅
が
９

㌢
㍍
以
上
と
決
ま
っ
て
い
る

が
︑
最
上
ラ
ン
ク
の｢

極
き
わ
み｣

は
な
ん
と
14
・
５
㌢
㍍
以

上
︑
重
さ
１
・
３
㌔
㌘
以
上

も
あ
る
超
大
物
で
あ
る
︒

　

な
お
︑
鳥
取
の
松
葉
が
に

で
す
ぐ
に
せ
り
が
始
ま
る
︒

　

生
き
た
か
に
は
︑
ダ
ー
ク

な
赤
褐
色
だ
が
︑
い
っ
た
ん

大
鍋
で
ゆ
で
上
げ
る
と
︑
鮮

や
か
で
あ
で
や
か
な
赤
色
に

ぱ
っ
と
変
わ
る
︒
か
す
か
な

海
の
匂
い
に
惹
か
れ
︑
思
わ

ず
手
が
出
て
し
ま
う
︙
︙
︒

　

脚
を
割
る
と
︑
真
っ
白
い

身
で
︑
表
面
に
は
一
部
赤
い

部
分
も
あ
っ
て
︑
赤
と
白
が

１
﹁
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
﹂
と
は
？

２ 

申
請
方
法
と
認
定
ま
で
の
流
れ
（
図
）

模
法
人
部
門
＝
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
の
場
合
︑
従
業
員
数
３

０
１
人
以
上
の
企
業
が
対

象
）︑
や
中
小
企
業
（
中
小

規
模
法
人
部
門
＝
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
の
場
合
︑
従
業
員
数

１
人
以
上
３
０
０
人
以
下
ま

た
は
資
本
金
３
億
円
以
下
の

企
業
が
対
象
）
等
の
法
人
を

顕
彰
す
る
制
度
で
す
︒

　

昨
年
２
月
に
は
﹁
健
康
経

営
優
良
法
人
２
０
１
９
﹂
の

発
表
が
行
わ
れ
︑
大
規
模
法

人
部
門
８
１
６
法
人
︑
中
小

規
模
法
人
部
門
２
５
０
１
法

人
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す

（
令
和
元
年
12
月
１
日
現

　

健
康
経
営
優
良
法
人
認
定

制
度
と
は
︑
地
域
の
健
康
課

題
に
即
し
た
取
り
組
み
や
日

本
健
康
会
議
が
進
め
る
健
康

増
進
の
取
り
組
み
を
基
に
︑

特
に
優
良
な
健
康
経
営
を
実

践
し
て
い
る
大
企
業
（
大
規

行
い
︑
加
入
保
険
者
等
に
応

募
す
る
こ
と
で
︑
健
康
づ
く

り
メ
ニ
ュ
ー
に
応
じ
た
様
々

な
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る

事
業
で
す
︒

　

参
加
に
関
す
る
詳
細
に
つ

い
て
は
︑
加
入
保
険
者
等
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
︒
な
お
︑
健

康
経
営
優
良
法
人
に
申
請
す

る
た
め
の
条
件
は
各
都
道
府

県
の
保
険
者
で
異
な
り
ま
す

の
で
︑必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
︒

② 

﹁
健
康
宣
言
事
業
﹂
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
よ
う
！

　

健
康
宣
言
事
業
へ
の
参
加

を
申
請
し
︑﹁
健
康
宣
言
﹂

を
行
っ
た
事
業
者
は
︑
健
康

経
営
優
良
法
人
認
定
の
申
請

を
目
指
し
て
︑
健
康
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　

認
定
を
受
け
る
た
め
に

① 

﹁
健
康
宣
言
事
業
﹂
に

参
加
し
よ
う
！

　

健
康
経
営
優
良
法
人
認
定

を
取
得
す
る
た
め
に
は
︑
ま

ず
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協

会
け
ん
ぽ
）
な
ど
︑
事
業
者

が
加
入
し
て
い
る
保
険
者
等

が
実
施
す
る
﹁
健
康
宣
言
事

業
﹂
に
参
加
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
︒

　

健
康
宣
言
事
業
と
は
︑
事

業
者
が
﹁
従
業
員
の
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
む
宣
言
﹂
を

は
︑
左
表
の
﹁
必
須
項
目
﹂

に
全
て
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
︒
ま
た
︑﹁
選
択
項
目
﹂

の
う
ち
︑
定
め
ら
れ
た
項
目

数
以
上
の
取
り
組
み
の
実
施

が
求
め
ら
れ
ま
す
︒

☆ 

﹁
健
康
経
営
優
良
法
人
認

定
制
度
﹂
の
詳
細
に
つ
い

て
は
︑
経
済
産
業
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
︒
ま
た
︑
来
年
度

申
請
受
付
が
予
定
さ
れ
て

い
る
﹁
健
康
経
営
優
良
法

人
２
０
２
１
﹂に
つ
い
て
も
︑

今
後
経
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
申
請
方
法
な
ど
の
詳

細
が
公
開
さ
れ
る
予
定
で

す
︒

◆ 必ず取り組みましょう（必須項目）
○ 定期健康診断を実施するとともに、経営者自身が受診する
○ 健康づくり担当者を設置する
○ 保険者による特定健康診査・特定保健指導を実施する
○ 労働者 50人以上の事業場においては、ストレスチェックを実施する
○ 従業員の健康管理に関連する法令について重大な違反をしていない
○ 保険者の求めに応じて 40歳以上の健診データを提供する
○ 受動喫煙対策に向けた取り組みを行う

◆ できることから取り組みましょう（選択項目：①～⑮のうち７項目以上）
⑴ 従業員の健康課題の把握と必要な対策の検討（①～④のうち２項目以上）
① 従業員が定期検診を実質１００％受診する
②受診勧奨の取り組みを行う
③  50人未満の事業場においても、ストレスチェックを実施する
④ 健康増進・過重労働防止等に向けて、具体的な目標（計画）を設定する※１
⑵ 健康経営の実践に向けた基礎的な土台づくりとワークエンゲイジメント（⑤～⑧のうち少なくとも１項目以上）
⑤ 管理職または一般従業員に健康教育の機会を設定する
⑥ 適切な働き方の実現に向けた取り組みを行う
⑦ 職場・従業員間のコミュニケーションの促進に向けた取り組みを行う
⑧ 病気の治療と仕事の両立の促進に向けた取り組みを行う（⑮以外）

⑶ 従業員の心と身体の健康づくりに向けた具体的な対策（⑨～⑮のうち３項目以上）
⑨ 保健指導を実施する、または特定保健指導の実施機会の提供に関する取り組みを行う
⑩ 食生活の改善に向けた取り組みを行う
⑪ 職場における運動機会の増進に向けた取り組みを行う
⑫女性の健康保持・増進に向けた取り組みを行う※２
⑬ 従業員の感染症予防に向けた取り組みを行う
⑭ 長時間労働者への対応に関する取り組みを行う
 ⑮メンタルヘルス不調者への対応に関する取り組みを行う
※１＝「健康経営優良法人２０２１」認定基準では必須項目とされる予定。※２＝「健康経営優良法人２０19」認定基準から追加された項目。

資料：「健康経営ハンドブック 2018」を基に「健康経営優良法人 2020」認定基準を加えて作成。

在
）︒
ま
た
︑
今
年
３
月
に
は

﹁
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０

２
０
﹂（
令
和
元
年
８
月
30

日
～
10
月
31
日
申
請
分
）
の

認
定
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
︒ 　

な
お
︑
以
降
で
は
﹁
中
小

企
業
法
人
部
門
﹂
認
定
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
き
ま
す
︒

図　申請方法と認定までの流れ（健康経営優良法人 2020 時点） 　

近
年
︑
従
業
員
の
健
康
づ
く
り
を
着

実
に
進
め
︑﹁
健
康
経
営
優
良
法
人
認

定
﹂
の
取
得
に
挑
戦
し
て
い
る
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
︒

　

同
認
定
の
取
得
を
通
じ
て
︑
運
送
事

業
者
と
し
て
健
康
経
営
の
取
り
組
み
を

進
め
︑
自
社
の
従
業
員
の
健
康
づ
く
り

を
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
︑
健
康
起
因

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
︒
ま
た
︑
同
認
定
を
取
得
す
る
こ

と
で
︑
自
社
の
従
業
員
や
求
職
者
︑
関

係
企
業
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
︑﹁
従

業
員
の
健
康
管
理
を
経
営
的
な
視
点
で

考
え
︑
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
法

人
﹂
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
︒

　

新
年
を
迎
え
た
今
︑
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
従
業
員
の
健
康
づ
く
り
を
進

め
︑
認
定
取
得
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
︒

従
業
員
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

今
年
こ
そ
「
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
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・車種判別センサーで「車種」と「大きさ」を自動的に判別し、
　車に合わせた最適な洗車を可能にしました。
・洗車に伴うスタッフの負担軽減と業務の効率化を強力サポート！

・検査ラインとの連動で車両を6台のカメラで自動撮影し、お客様
  の管理と共にコンプライアンスを強化します。
・カメラは最大12台までの接続が可能です。

ビッグウォッシャー  アバンザードCS-Photo α6
検査車両撮影システム 大型車両用門型洗車機

使用水量の大幅削
減！

ラクに・エコに・
キレイに！！検査時に車両を自

動撮影！

顧客・車両管理を強
力バックアップ！！

本社 /〒113-0034 東京都文京区湯島 3-26-9
Tel.03-3833-6110 Fax.03-5688-7074販売元 http://www.iyasaka.co.jp

表２

種別
テクノロジー

物流機能
① AI ②画像

認識 ③ loT ④ GPS ⑤ VICS ⑥ミリ波
レーダー

⑦路車
間通信

⑧車車
間通信 ⑨ 5G

安全向上

運転監視システム ○ ○ ○

自動運転 ○ ○ ○ ○ ○ ○

隊列走行 ○ ○ ○ ○ ○ ○

標識認識支援 ○ ○ ○

車間距離保持機能 ○ ○ ○ ○ ○ ○

車線逸脱防止 ○ ○ ○ ○

点呼ロボット ○ ○ ○

荷役改善

バース予約システム ○ ○

荷物仕分けロボット ○ ○ ○

無人搬送ロボット ○ ○ ○ ○ ○

ピッキング支援ロボット ○ ○ ○ ○

荷積み・荷卸し支援ロボット ○ ○ ○

効率運行

自動配車システム ○

ドローン輸送 ○ ○ ○ ○ ○

渋滞情報システム ○ ○

動態管理 ○ ○

2020・1・15

▼
昨
年
末
︑

両
親
が
眠
る

お
寺
に
墓
参

し
た
折
︑
話

好
き
な
住
職

が
︑
本
堂
内
の
受
付
で
座
椅
子
に
座
っ
て

気
持
ち
良
さ
そ
う
に
寝
て
い
ま
し
た
︒
小

窓
を
開
け
︑﹁
こ
ん
に
ち
は
﹂
と
声
を
掛

け
る
と
︑
目
を
擦
り
な
が
ら
︑﹁
あ
あ
っ

寝
入
っ
て
し
ま
っ
た
！　

こ
れ
は
失
礼
︑

何
の
ご
用
で
す
か
な
﹂と
ご
住
職
︒私
は
︑

手
土
産
の
和
菓
子
を
渡
し
︑﹁
大
晦
日
の

今
日
は
良
い
天
気
で
す
ね
︒
除
夜
の
鐘
に

大
勢
の
人
が
来
る
で
し
ょ
う
ね
﹂
と
話
を

向
け
る
と
︑
ご
住
職
は
︑﹁
そ
う
で
す
ね
︒

今
晩
は
近
在
か
ら
４
０
０
人
ほ
ど
来
て
賑

や
か
に
な
り
ま
す
﹂
と
こ
た
え
ま
し
た
︒

続
け
て
苦
渋
の
表
情
で
︑﹁
昨
今
は
︑
鐘

を
撞
く
と
音
が
う
る
さ
い
︑
風
が
吹
く
と

塔
婆
が
擦
れ
て
う
る
さ
い
︑
と
苦
情
を
言

っ
て
く
る
ご
近
所
さ
ん
が
増
え
て
難
儀
し

て
い
ま
す
﹂
と
こ
ぼ
し
︑
時
代
︑
感
情
の

変
化
が
﹁
人
に
対
す
る
思
い
遣
り
を
変
え

た
﹂
と
︑
嘆
い
て
い
ま
し
た
︒
古
く
か
ら

あ
る
お
寺
を
囲
む
よ
う
に
︑
次
々
と
新
し

い
住
宅
が
接
近
し
て
建
て
ら
れ
︑
状
況
が

大
き
く
変
化
し
た
よ
う
で
す
︒
▼
煩
悩
説

に
基
づ
き
︑
除
夜
に
寺
院
の
梵
鐘
に
思
い

を
込
め
１
０
８
つ
の
鐘
を
撞
く
行
事
は
︑

日
本
の
風
物
詩
で
あ
り
︑
伝
統
文
化
以
外

の
何
物
で
も
な
く
︑
こ
れ
が
騒
音
問
題
に

な
っ
て
し
ま
う
と
は
︑
現
代
社
会
の
不
寛

容
さ
に
寂
し
さ
を
感
じ
ま
す
︒
▼
墓
参
が

済
み
︑
再
び
ご
住
職
に
挨
拶
に
行
く
と
︑

﹁
ま
ま
っ
お
上
が
り
下
さ
い
﹂
と
の
お
誘

い
︒
除
夜
に
振
る
舞
う
甘
酒
を
頂
戴
し
な

が
ら
︑
ひ
と
し
き
り
お
寺
に
関
わ
る
逸
話

を
聞
か
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
︒
何
と
も
言

え
ぬ
摩
訶
不
思
議
な
世
界
︑
厄
介
な
が
ら

個
性
あ
る
人
々
︑
ご
住
職
の
人
柄
ゆ
え
に

難
題
も
振
り
払
う
得
難
い
お
話
を
い
た
だ

い
た
時
間
で
し
た
︒
▼
ご
住
職
の
お
話
で

は
︑
最
近
は
年
回
忌
法
要
を
行
う
中
で
︑

兄
弟
姉
妹
の
刺
々
し
い
感
情
が
剥
き
出
し

の
場
面
に
出
く
わ
す
こ
と
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
︒
法
要
の
当
日
︑
兄
弟
姉
妹
が

集
ま
っ
て
も
会
話
も
な
く
︑
淡
々
と
お
寺

を
後
に
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
の
だ
そ
う
で

す
︒
そ
の
背
景
に
は
︑
う
か
が
い
知
れ
ぬ

事
情
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
︑
お
墓
の
中

で
永
遠
の
眠
り
に
つ
い
た
両
親
の
思
い
は

い
か
ほ
ど
で
し
ょ
う
︒
▼
年
が
変
わ
り
︑

新
年
に
参
拝
し
た
お
大
師
様
で
引
い
た
お

み
く
じ
は
何
と
﹁
大
吉
﹂︑
幸
先
の
良
い

結
果
で
し
た
︒
お
大
師
様
の
山
門
に
続
く

参
道
に
は
︑
定
番
の
団
子
屋
と
煎
餅
屋
が

あ
り
ま
す
が
︑
山
門
入
口
の
お
店
は
お
客

さ
ん
の
行
列
が
で
き
︑
少
し
外
れ
た
お
店

は
お
客
さ
ん
が
ま
ば
ら
と
︑
商
い
の
白
黒

が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
︒
そ
こ
で
︑
あ

え
て
お
客
さ
ん
が
ま
ば
ら
な
お
店
に
入
り

草
団
子
を
注
文
す
る
と
︑
こ
れ
が
中
々
の

美
味
で
し
た
︒
お
店
の
外
観
が
か
な
り
古

い
印
象
と
店
員
に
愛
想
が
な
い
の
が
欠
点

で
す
が
︑
こ
れ
を
変
え
れ
ば
お
客
さ
ん
も

入
る
の
で
は
と
要
ら
ぬ
心
配
を
し
て
し
ま

い
ま
し
た
︒
▼
草
団
子
に
用
い
ら
れ
る
ヨ

モ
ギ
（
別
名
：
モ
チ
グ
サ
）
は
︑
野
原
や

河
川
の
土
手
に
自
生
し
︑
美
肌
効
果
や
整

腸
作
用
な
ど
が
あ
り
︑﹁
ハ
ー
ブ
の
女
王
﹂

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒
経
木
の
箱
の
３
分

の
２
が
草
団
子
︑
３
分
の
１
が
粒
餡
と
そ

の
配
分
が
絶
妙
で
︑
箱
の
中
で
ひ
し
め
き

合
っ
て
い
る
団
子
達
は
︑
ま
る
で
産
ま
れ

た
て
の
雛
の
よ
う
で
す
︒
草
団
子
を
食
べ

る
の
は
年
に
数
回
で
す
が
︑
何
と
も
言
え

な
い
さ
さ
や
か
な
幸
福
感
に
包
ま
れ
ま

す
︒
▼
大
晦
日
か
ら
新
年
に
か
け
て
遭

遇
・
体
験
し
た
こ
と
を
思
い
返
し
な
が

ら
︑
武
者
小
路
実
篤
の
一
編
の
詩
︑﹁
こ

の
世
に
生
き
る
喜
び
の
一
つ
は
︑
人
間
の

純
粋
な
心
に
ふ
れ
る
こ
と
で
あ
る
﹂
が
自

然
と
思
い
浮
か
び
ま
し
た
︒
生
き
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
︑
ま
さ
に
こ
の
一
文
に
象

徴
さ
れ
る
と
感
じ
た
次
第
で
す
！

 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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10
年
後
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
の
経
営
環
境
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
？

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
予
測
の
た

め
に
︑
物
量
と
ド
ラ
イ
バ
ー

に
注
目
す
る
︒
２
０
１
８（
平

成
30
）
年
度
の
鉄
道
貨
物
協

会
の
統
計（
表
１
）に
よ
れ
ば
︑

将
来
の
物
量
と
ド
ラ
イ
バ
ー

数
に
つ
い
て
︑
物
量
は
若
干

減
少
す
る
も
の
の
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
数
は
そ
れ
以
上
に
減
少

し
︑
よ
り
供
給
不
足
に
な
っ

て
い
る
︒﹁
働
き
方
改
革
﹂で
︑

拘
束
時
間
が
減
り
︑
賃
金
が

上
昇
し
て
も
︑
労
働
人
口
そ

の
も
の
の
減
少
も
あ
り
︑
こ

の
よ
う
な
予
測
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
だ
ろ
う
︒

　

１
人
当
た
り
の
輸
送
量
で

は
︑
２
０
２
８
（
令
和
10
）

年
に
は
︑
14
・
28
％
増
に
な

イ
バ
ー
の
労
働
時
間
に
つ
い

て
は
︑
２
０
１
５
（
平
成

27
）
年
に
実
施
さ
れ
た
﹁
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
状
況
の
実
態
調

査
﹂（
図
１
・
国
土
交
通
省

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
公
表
す

る
﹁
事
業
用
貨
物
自
動
車
の

交
通
事
故
の
発
生
状
況
﹂
２

０
１
８（
平
成
30
）年
版
で
は
︑

死
傷
事
故
１
万
３
４
２
８
件

を
法
令
違
反
別
に
み
る
と
︑

図
２
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
︑

﹁
安
全
不
確
認
﹂﹁
脇
見
運
転
﹂

る
︒
30
（
12
）
年
で
は
︑
１

人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
︑
15
％

以
上
多
く
輸
送
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
︒

　

ま
た
︑
24
（
６
）
年
に
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
施

行
さ
れ
る
こ
と
で
︑
さ
ら
に

労
働
時
間
は
短
縮
さ
れ
る
た

め
︑
時
間
当
た
り
輸
送
量
は

約
20
％
の
大
幅
な
向
上
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

調
査
）
を
参
考
に
す
る
と
︑

１
運
行
の
拘
束
時
間
（
全
体

平
均
値
）
の
う
ち
︑
削
減
効

果
と
し
て
は
︑
高
速
道
路
利

用
に
よ
る
運
転
時
間
２
時
間

02
分
︑
荷
役
時
間
３
時
間
︑

手
待
ち
時
間
48
分
等
が
高

い
︒
短
時
間
で
大
量
に
運
ぶ

こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
︒

﹁
動
静
不
注
視
﹂﹁
漫
然
運

転
﹂
な
ど
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

不
注
意
に
よ
る
事
故
が
上
位

を
占
め
て
い
る
︒
や
は
り
︑

大
き
な
車
体
に
た
く
さ
ん
の

荷
物
を
積
載
し
て
輸
送
す
る

の
だ
か
ら
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

健
康
状
態
を
把
握
・
管
理
す

る
と
同
時
に
︑
運
転
中
の
ド

ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
を
支

援
す
る
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
望
ま
れ
る
︒

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う

に
︑
10
年
後
は
︑
時
間
当
た

り
の
生
産
性
と
安
全
性
を
向

上
さ
せ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
︑

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
現
場
に
普

及
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら

れ
る
︒
そ
こ
で
︑
今
後
期
待

さ
れ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
次

の
よ
う
な
も
の
と
な
る
︒

①
Ａ
Ｉ
：
人
工
知
能
︒
膨

大
な
判
断
ケ
ー
ス
を
学
習

し
︑
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に

判
断
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
︑

様
々
な
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込

ま
れ
応
用
さ
れ
る
︒

②
画
像
認
識
：
高
解
像
度

カ
メ
ラ
と
Ａ
Ｉ
の
統
合
に
よ

り
︑
画
像
と
画
像
の
動
き
か

ら
︑
モ
ノ
や
状
態
を
認
識
す

る
︒

③
Ｉ
ｏ
Ｔ
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
オ
ブ
・
シ
ン
グ
ス
の
略
︒

高
精
度
な
小
型
セ
ン
サ
ー
で

各
種
の
状
態
を
認
識
し
︑
通

信
で
送
信
す
る
こ
と
で
︑
見

え
な
い
場
所
や
モ
ノ
︑
離
れ

た
場
所
や
モ
ノ
の
状
態
を
判

断
し
︑
次
の
判
断
へ
繋
ぐ
要

素
技
術
︒

④
Ｇ
Ｐ
Ｓ
：
グ
ロ
ー
バ
ル

・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
・
シ
ス

テ
ム
の
略
︒
衛
星
の
信
号
を

受
信
す
る
こ
と
で
︑
現
在
の

位
置
を
知
る
仕
組
み
︒
２
０

１
８
年
か
ら
日
本
の
準
天
頂

衛
星
シ
ス
テ
ム﹁
み
ち
び
き
﹂

の
運
用
が
始
ま
り
︑
よ
り
精

度
の
高
い
（
１
㍍
以
内
）
位

置
情
報
が
取
得
で
き
る
︒

⑤
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
：
道
路
交
通

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
を
表

す
︒
既
に
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
お

り
︑
活
用
さ
れ
て
い
る
︒
車

側
で
の
情
報
受
信
に
は
︑
Ｆ

Ｍ
多
重
放
送
︑光
ビ
ー
コ
ン
︑

電
波
ビ
ー
コ
ン（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
）が

使
わ
れ
︑
渋
滞
情
報
︑
所
要

時
間
情
報
︑
規
制
情
報
︑
駐

車
場
情
報
な
ど
が
得
ら
れ
る
︒

⑥
ミ
リ
波
レ
ー
ダ
ー
：
波

長
が
１
㍉
㍍
以
上
と
い
う
こ

と
で﹁
ミ
リ
波
﹂と
呼
ば
れ
︑

無
線
通
信
の
技
術
で
あ
る
︒

高
精
度
・
小
型
で
あ
り
︑
車

載
さ
れ
︑
画
像
認
識
と
相
互

補
完
し
て
︑
交
通
上
の
安
全

　

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
に
も
︑
ど
の
よ
う
な
新
技

術
が
物
流
分
野
に
活
用
さ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
︑
ま
ず
は

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
︒

　

こ
れ
ま
で
は
︑
事
業
収
益

を
も
た
ら
す
主
な
源
泉
は
︑

土
地
︑
建
物
︑
設
備
と
い
っ

た
有
形
資
産
で
あ
っ
た
が
︑

将
来
は
︑
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
報

力
︑
顧
客
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
連

携
力
な
ど
の
無
形
資
産
の
比

重
が
高
ま
っ
て
い
く
︒
こ
の

情
報
力
は
︑
デ
ジ
タ
ル
資
産

と
も
い
え
る
︒

　

こ
の
デ
ジ
タ
ル
資
産
づ
く

り
で
最
初
に
手
掛
け
な
け
れ

に
活
用
さ
れ
る
︒

⑦
路
車
間
通
信
：
道
路
側

の
設
備
の
信
号
を
車
両
側
で

捉
え
る
無
線
技
術
︒
信
号
情

報
︑
規
制
情
報
︑
道
路
情
報

等
を
得
る
こ
と
で
安
全
性
を

向
上
さ
せ
る
︒
自
動
運
転
に

必
要
な
技
術
︒

⑧
車
車
間
通
信
：
無
線
に

よ
っ
て
︑
車
同
士
が
直
接
情

報
交
換
す
る
通
信
技
術
︒
隊

列
走
行
や
自
動
運
転
に
必
要

な
技
術
︒

⑨
５
Ｇ
：
５
世
代
目
の
通

信
規
格
︒
現
在
の
４
Ｇ
と
比

較
し
て
︑
速
度
20
倍
︑
同
時

接
続
数
10
倍
︑
遅
延
10
分
の

１
︒
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
高
精

細
画
像
が
必
要
な
分
野
で
活

用
さ
れ
る
︒

　

こ
れ
ら
の
物
流
現
場
で
の

応
用
例
を
表
２
で
ま
と
め
る
︒

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
︑
運
行

管
理
を
ア
ナ
ロ
グ
型
運
行
管

理
か
ら
︑
デ
ジ
タ
ル
型
運
行

管
理
へ
移
行
す
る
こ
と
で
あ

る
︒
車
両
情
報
︑
荷
物
情
報
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
情
報
︑
配
車
情

報
︑運
行
時
間
︑拘
束
時
間
︑

荷
役
時
間
︑待
ち
時
間
な
ど
︑

管
理
す
る
運
行
情
報
は
︑
す

べ
て
デ
ー
タ
と
し
て
他
に
活

用
で
き
る
情
報
資
産
だ
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
︒

　

運
送
事
業
の
情
報
が
デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
︑

効
率
化
の
た
め
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
と
の
連
携
が
可
能

に
な
り
︑
荷
主
連
携
︑
求
荷

求
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
携
が

で
き
る
︒
荷
主
や
協
力
会
社

と
共
有
す
る
こ
と
で
︑
こ
の

情
報
資
産
が
事
業
収
益
に
繋

が
る
は
ず
で
あ
る
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
︑
輸
送

物
量
の
拡
大
︑
労
働
時
間
の

短
縮
︑
安
全
強
化
な
ど
︑
対

応
す
べ
き
新
時
代
の
波
の
姿

形
は
分
か
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
︑
で
き
る
こ
と
か
ら
着
実

に
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
︒﹁
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
運

行
情
報
﹂
は
︑
安
全
性
︑
生

産
性
向
上
の
た
め
の
強
力
な

経
営
資
源
と
な
る
は
ず
で
あ

る
︒

表１
年度

項目
令和 2（2020） 令和 7（2025） 令和 10（2028）

実質 GDP（単位：10 億円） 547,457 567,054 579,660

営業用トラック輸送量
（単位：百万トン） 3,134 3,208 3,265

必要ドライバー数（人） 1,127,246 1,154,004 1,174,508

ドライバー数（人） 983,188 945,568 896,436

不足（人） ▲ 144,058 ▲ 208,436 ▲ 278,072

1 人当たり年輸送量（トン） 3,187 3,393 3,642

対 2020 年比 ― 6.45％ 14.28％

図１

拘束時間／日
12:26

運転時間（一般道路）
4:29

運転時間（高速道路）
2:02

休憩時間、その他
1:37

点検・点呼
0:29

手待ち時間
0:48

荷役時間　3:00

図２

安全不確認
27％

その他の違反
10％

その他の安全運転
義務違反
9％

交差点安全進行違反
3％

信号無視
3％

脇見運転
20％

動静不注視
16％

漫然運転
11％

※端数処理のため合計は
　100にならない

　

予
測
値
で
も
分
か
る
通

り
︑輸
送
ニ
ー
ズ
の
第
一
は
︑

輸
送
力
の
強
化
で
あ
る
︒
こ

こ
で
大
き
な
課
題
は
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
で
あ
る
︒
ド
ラ

　

一
方
で
︑
交
通
安
全
対
策

は
︑
効
率
性
に
も
優
先
す
る

重
要
な
課
題
で
あ
る
︒
全
日

２
０
３
０
年
の
経
営
環
境

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
一
層
深
刻
に

２
０
３
０
年
の
輸
送
ニ
ー
ズ

輸
送
力
の
強
化
が
急
務

２
０
３
０
年
の
安
全
対
策

望
ま
れ
る
運
転
支
援
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

２
０
３
０
年
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

貢
献
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
予
測

中
小
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
新
技
術
へ
の
対
応

情
報
力
は
「
デ
ジ
タ
ル
資
産
」
へ

２
０
３
０
年
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

〈
展
望
〉
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
姿

近
代
経
営
シ
ス
テ
ム
研
究
所 

代
表
　
森
高 

弘
純
氏

令和２年新春特集
【特別寄稿】
　

今
後
10
年
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
が
格
段

に
進
み
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
大
き
な
変
化
を
遂

げ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
︒
そ
こ
で
︑﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄
で
は
︑
新
春
特
集
と
し
て
︑
今
後
10
年
間

で
想
定
さ
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
変
化
（
Ａ
Ｉ

・
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
生
産
性
向
上

・
物
流
効
率
化
に
資
す
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
中
心
に
）

と
と
も
に
︑
中
小
運
送
事
業
者
が
こ
う
し
た
先
端
技

術
を
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
︑
経
営
改
善
・
物

流
効
率
化
に
繋
げ
て
い
け
ば
よ
い
か
な
ど
に
つ
い

て
︑
近
代
経
営
シ
ス
テ
ム
研
究
所
代
表
の
森
高
弘
純

氏
に
特
別
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
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